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全国都市農業フェスティバル 記録集

開催日時 ： 令和5年11月19日（ 日）10 :00〜16 :00

会　   場 ：  都立光が丘公園、区立光が丘体育館
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※掲載している都市の順番は、原則練馬区から距離の近い順となります。
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● 体験する（  ワークショップ ）  計9回開催  延べ250人参加
● 話す・ 学ぶ（  ト ークライブ ）   計2回開催  延べ800人参加 

うち参加型プログラム
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練馬区の都市農業

東京2 3 区の農地の約４ 割があり 、都心近く に立地し なが

ら市民生活と 融合した生きた農業が営まれている練馬区。

　 区内には約2 7 0 か所の庭先直売所があり 新鮮な農産物

を手軽に購入できるほか、農業者団体が行う「 マルシェ 」等

では、農業者との交流を楽し むこともできます。農業者から

直接、一連の農作業を学べる「 農業体験農園」は練馬区発

祥で、農園数および区画数共に全国最多です。

また、果樹の摘み取り ができる農園「 練馬果樹あるファ ー

ム」、気軽に野菜の収穫体験が楽し める農園「 ねり まベジか

るファ ーム」などでは、「 身近に農のある暮らし 」の魅力を感じ

ること ができます。

農業者と交流できる「 マルシェ 」「 ねりまベジかるファーム」での収穫体験

基礎情報

■面積： 4 8 .0 8 km ²  

■人口： 7 3 9 ,19 3 人 

■農家戸数： 4 15 戸

■農地面積： 184 ha

　（ う ち生産緑地

　 地区面積： 15 7ha）

主な農産物

●キャベツ

●ダイコン

●ブロッコリー 

●カキ

●ブルーベリー

※面積・ 人口は令和4 年1 2月1日現在

 ݄◌（ ・ ）

 ݄◌（ ・ ）

2

3

2

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日

（
11
月
19
日
）

関
係
者
に
よ
る

前
日
プ
ロ
グ
ラ
ム（
11
月
18
日
）

被
招
聘
都
市

お
よ
び
参
加
都
市

3

1

2

5

4

当
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
11
月
19
日
）

前
日
プ
ロ
グ
ラ
ム（
11
月
18
日
）

巻
末
資
料

開
催
ま
で
の
取
組



　 日本のほぼ中央に位置し 、人口が2 3 0 万人を 超える中部地方の

政治·経済·文化の中枢都市である名古屋市。

　 名古屋の玄関口である名古屋駅は1 日1 0 0 万人以上の乗降客で

にぎわいます。

名古屋の農家が作った野菜「 なごやさい」を、市内に約3 0か所ある「 朝

市・ 青空市」等で定期的に販売しているほか、スタンプラリ ーの実施やJA

による移動販売車での販売などにより 、地産地消を推進しています。

　 また、八事五寸（ やごとごすん）にんじ んや大高菜（ おおだかな）な

どの伝統野菜のPRにも力を入れており 、令和5 年には新たに「 徳重

だいこん」が「 あいちの伝統野菜」に追加選定さ れまし た。

　 都心から 約2 0 k m 、電車で約3 0 分の距離に位置し 、首都圏の住宅都

市として発展してきた松戸市。

　 現在は、大消費地に近い立地条件を背景に、一定の基準を満たした農

産物であることを示すマーク「 みのりちゃん」を活用してブランド 化を推進

しています。深い香りと 辛味がある「 あじ さ いねぎ」や市場に出回らない

希少な「 まつどの梨」などブランド 力の高い農産物を多数生産しています。

　 令和元年に、「 ねぎ」の魅力を全国に発信する「 全国ねぎサミ ット 2 0 1 9  

inまつど」を開催しました。

被招聘都市

新鮮な野菜を届ける移動販売車

色とりどりの京野菜全国ねぎサミット 201 9  inまつど

復活した伝統野菜「 徳重だいこん」

伝統的な販売方法「 振り 売り」深い香りと 辛味がある「 あじさいねぎ」

名古屋市中部圏

松戸市首都圏

　 京都府最大の都市であり 、7 9 4 年から 1 0 0 0 年以上にわたって都

が置かれるなど、歴史の中で日本の中心として栄えてきた京都市。市

域面積の7 7 % を農地と 森林が占め、古く から多種多様な農林産物が

生産さ れてきまし た。

　 恵まれた地形と 気候のもとで古く から 生産さ れてきた京野菜には、

豊かな食文化を支えてきた「 賀茂なす」「 九条ねぎ」などの伝統野菜

や、新しく 生まれた「 京の黄真珠」「 京ラフラン」といった新京野菜など

があります。また、農家が自ら 販売して回る「 振り 売り 」等により 、新鮮

な野菜を市民の皆様に届けています。

京都市近畿圏

基礎情報

■面積： 3 26 .5 km ²

■人口： 2 ,3 2 5 ,9 4 6 人

■農家戸数： 5 1 5戸

■農地面積： 1 ,0 3 0ha

　（ うち生産緑地

　 地区面積： 2 24 ha）

基礎情報

■面積： 8 27 .8 km ²

■人口： 1 ,4 4 8 ,2 8 7 人

■農家戸数： 2 ,8 0 0戸

■農地面積： 2 ,3 9 0ha

　（ うち生産緑地

　 地区面積： 50 9 ha）

基礎情報

■面積： 6 1 .3 8 km ²

■人口： 4 9 6 ,9 5 4 人

■農家戸数： 6 6 2 戸

■農地面積： 6 7 7 ha

　（ うち生産緑地

　 地区面積： 1 2 5 ha）

主な農産物

●トマト

●ダイコン 

●ハクサイ

●タマネギ

●ブロッコリー

主な農産物

●九条ねぎ

●みず菜

●京たけのこ

●壬生菜

●すぐき菜

主な農産物

●ナシ

●イチゴ

●あじさいねぎ 

●矢切ねぎ

●エダマメ

全国の都市農業に積極的に取り 組む自治体のう ち、東京都内および三大

都市圏（ 首都圏・ 中部圏・ 近畿圏）から1 都市ずつ、計4 都市を招聘しました。

※面積・ 人口は令和4 年12月1日現在

　 江戸時代中期の新田開発の時代から 約3 0 0 年の農の歴史を持ち、現

在では市内全域で農業が行われている国分寺市。

　 市内には約6 0 か所の庭先直売所があり 、その日の朝に畑で収穫し た

採れたて野菜・ 果物・ 花などが並びます。有人、無人、コインロッカー式な

ど様々な形態の直売所は、農業者の個性を感じられます。

　 また、市内農家が販売を目的に生産した農畜産物を「 こく ベジ」の愛称

でブランド 化し 、こく ベジプロジェ クト として、こく ベジとこく ベジを使った

飲食店のPRを通じて、市内外から 人を呼び込み、こく ベジの消費拡大や

地域活性化に取り 組んでいます。

国分寺市東京都内

基礎情報

■面積： 1 1 .4 6 km ²  

■人口： 1 2 8 ,4 0 1 人 

■農家戸数： 1 7 6 戸

■農地面積： 1 3 4 ha

　 (う ち生産緑地

　 地区面積： 1 1 6 ha)

主な農産物

●トマト

●ホウレンソウ

●エダマメ  

●ナス

●ブルーベリー

こく ベジプロジェクト 交流の場になる直売所
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参加都市
全国から２０ 自治体がフェスティ バルに出展し 、各自治体の農産物や特産品を販売。

また、各自治体での都市農業についてPRを行いました。

国から 構造改革特区の認定を受け、市内産の特

産物を原料とする場合に、果実酒やリキュールの

最低製造数量基準を引き下げること が可能とな

り 事業者が参入しやすい環境を構築。これにより

令和5年4月に「 相模原ワイン」が誕生しました。

総人口： 1 5 2 ,9 8 6 人

総面積： 5 5 2 .0 4 ㎢

農地面積： 5 ,2 5 0 ha

総人口： 3 4 3 ,8 6 7 人

総面積： 7 2 .1 1 ㎢

農地面積： 1 ,6 9 1 .7 h a

総人口： 1 ,5 3 8 ,9 9 8 人

総面積： 1 4 3 .0 1 ㎢

農地面積： 5 1 0 .7 h a

総人口： 3 ,7 6 9 ,5 9 5 人

総面積： 4 3 8 .0 1 ㎢

農地面積： 2 ,7 6 1 ha

総人口： 3 5 2 ,9 8 6 人

総面積： 1 0 9 .1 3 ㎢

農地面積： 3 ,5 9 1 .6 h a

総人口：  7 9 ,3 2 4 人

総面積： 6 ,7 4 9 ㎢

農地面積： 4 ,2 3 2 .5 h a

総人口： 7 2 4 ,7 2 4 人

総面積： 3 2 8 .9 1 ㎢

農地面積： 1 ,9 3 8 ha

＜「 さ がみはらのめぐみワイン特区」の取得と 活用＞

平成1 1 年に「 日本の棚田百選」に認定さ れた、

上田市殿城地区の「 稲倉の棚田」は 稲倉の棚田

保全委員会を中心に保全活動が進められていま

す。棚田オーナー制度や「 しし おどし 祭り 」「 棚田

CAM P」など先進的な取組が行われています。

農業祭では 市内の各農業者団体が一堂に会し

野菜・ 狭山茶・ 植木・ 畜産物といった所沢市の魅

力ある農産物などをPRし 販売し ます。また各種

品評会の開催をはじ め、農業にちなんだ様々な

催しを行います。

川崎市内の野菜や果樹等の生産安定

を 図ると 共に労働力の確保・ 都市住

民と の交流を推進するため生産者へ

の援農（ 手伝い）を目的とし た講座を

市民対象に開講しています。

地産地消を広げるため、地産地消のPRイベント

の開催や、市内産農畜産物を使用した商品の販

売等、企業等と連携した取組を推進しています。

毎年1 2 月の第一日曜日に開催している当イベ

ント は豊かな川越の土壌で育っ た農産物を 存

分にPRすること を目的と しており 市内農業者・

飲食店等が出店し 、川越産農産物やそれを 使

用し た料理等を販売しています。

本事業は農業への理解醸成や食育の推進を図

ると と も に県内有数の米産地と しての本市の

PR及び市内観光の1 拠点と なっています。また、

田植え・ 稲刈り 時には農業体験コンテンツと な

り 、見頃時期には観光コンテンツとなります。

上田市は年間降水量が少なく 日照時間が長い

寒暖の差が激しい野菜や果物の生産に適した気

候風土。上田市ではこれを「 信州上田なないろ農

産物」と 銘打ちPRを進行。近年ではワインの生

産も増加しており 世界的な賞も受賞しています。

所沢市の特産品である狭山茶の美味し い新茶を

どこよりも早く 堪能できるまつりです。例年、新茶

の予約販売・ 即売・ 手揉みの実演・ 美味し いお茶

の淹れ方教室など狭山新茶の魅力を網羅し た充

実のコンテンツを展開します。

都市農業の振興や地産地消の推進及び

都市緑化を促進することを目的として開

催しており 、内容としては、花の品評会

出品物の即売会・ 市内産農産物・ 加工

品等の販売などを実施しています。

座学・ 農作業・ 販売等の実習など全5 回

の講座を修了し た方を「 はまふぅ どコン

シェ ルジュ」として認定し 、市内各地での

地産地消に係る活動を推進しています。

（ 令和5 年現在4 7 6 名が認定）

農業とのふれあいをコンセプト としたグリ ーンツー

リズムを推進する「 蔵inガルテン川越」事業の一環

として川越市グリ ーンツーリズム拠点施設があり

ます。体験農園やバーベキュー場などを通じ て市

民が農のある生活を楽しむ場を提供しています。

地産地消の推進や地域の活性化を目的として毎週

日曜日に開催。採れたての新鮮な行田野菜や手作り

のクラフト 品・ 食べ歩きできる軽食など様々な店舗

が出店。出店者の情報や会場の様子などは、行田は

ちまんマルシェ 公式Instag ram で配信しています。

＜日本の棚田百選「 稲倉の棚田」＞＜所沢市最大の農業の祭典 所沢市農業祭＞

＜かわさ きそだち栽培支援講座＞ ＜企業等と 連携し た市地産地消の推進＞

＜く らし をいろどるFa r m e r 's  M a r k e t＞ ＜田んぼアート 米づく り 体験事業＞

＜信州上田なないろ農産物＞＜狭山新茶を満喫 ところざわ新茶まつり＞

＜花と 緑の市民フェ ア＞

＜地産地消を広める人材の育成

  ～はまふぅ どコンシェ ルジュ講座～＞

＜川越市グリ ーンツーリズム拠点施設＞ ＜「 行田はちまんマルシェ 」事業＞

【 主な農産物】

ダイコン、サト イモ、

ハクサイ

所沢市

令和元年より 市内公立小中学校の学校給食へ、

有機的なお米を提供する有機米プロジェ クト を

実施しています。毎年新米の提供初日には生産

者と 一緒に給食を食しどのよう に有機的お米が

作られたか食育授業をしています。

総人口： 1 3 6 ,2 3 1 人

総面積： 1 3 8 .9 ㎢

農地面積： 2 ,4 3 0 ha

＜学校給食提供に向けた有機米プロジェ クト ＞

【 主な農産物】

水稲

【 主な農産物】

米、レタス、リンゴ

【 主な農産物】

狭山茶、サト イモ

総人口： 5 1 ,0 9 9 人

総面積： 1 2 3 .0 3 ㎢

農地面積： 5 ,8 0 0 ha

総人口： 1 ,3 4 0 ,9 2 3 人

総面積： 2 1 7 .4 3 ㎢

農地面積： 4 ,2 6 9 .0 9 ha

地元農家や農協等から直接仕入れた新鮮な農産

物を食べてもらうことで、首都圏の皆様に坂東市

の農産物をPRし 、市について知ってもらうことが

目的。令和5 年度7月現在神田・ 練馬・ 日本橋のイ

ベント に参加し 首都圏の皆様に向けPRしました。

さいたま市では毎月1 9日を「 地産地消の日」と 定

め 市役所庁舎や公園にて市内産農産物のプチマ

ルシェ を開催しています。また毎年1 1 月にはさい

たま市農業祭を開催し 多く の来場者に市内産農

産物をPRしています。

毎年4月に市で開催される将門まつりに合わせて

農業祭を開催。JAや普及センタ ー4 Hクラブ等の

団体の協力のもと 、生鮮野菜や地元の農産物を使

用した料理を販売し 、市民の農業への理解を深め

ることと地産地消の促進を目的としています。

さいたま市内にある生産者団体とともに子どもた

ちへの農業体験事業を実施しています。さいたま

市の特産品であるく わいの「 バケツく わい体験」や

西区の「 田植え体験」など子どもたちの貴重な体

験は食育にも役立っています。

＜首都圏において地域農産品のPR＞＜プチマルシェ・ 農業祭の開催＞

＜農業祭において地産地消の促進＞＜子ども農業体験＞

さいたま市
【 主な農産物】

ネギ、レタス、ト マト

【 主な農産物】

サツマイモ、

花き

総人口： 6 0 4 ,7 1 5 人

総面積： 6 1 .9 5 ㎢

農地面積： 3 8 9 ha

川口産農産物のPR・ 消費拡大を図るため、市役

所庁舎において定期的にマルシェ を開催します。

と れたて新鮮な農産物が買えるほか川口ならで

はの魅力的な商品やお店が出店し 都市住民と 農

のふれあいの場を提供します。

川口市内の農業者によって生産さ れた特に優れ

た農産物を“川口農業ブランド ”として認定する川

口農業ブランド 制度の取組を支援。審査を経て

認定さ れた農産物の信頼性向上や都市住民の

農業への理解・ 関心を深める機会を創出します。

＜市役所マルシェ＞

＜川口農業ブランド 制度＞

【 主な農産物】

植木を中心とした

花き等

総人口： 1 8 7 ,0 4 5 人

総面積： 2 7 .5 5 ㎢

農地面積： 1 3 2 .6 h a

市内全小中学校の給食で地元農産物を 使用。

20 23 年は地元野菜が使われ始めてから40 年目。

全校自校方式で作られる学校給食には「 子ども達

に新鮮な野菜を食べさせたい」という 農家と 栄養

士の熱い思いが込められています。

高齢化する農家の担い手不足を解消するため、

援農ボランティ ア養成講座「 農の学校」を 毎年

開校。1 年間の講座で知識と 技術を習得し た修

了生は援農ボランティ アと して市内農業者のも

とで活躍しています。

＜学校給食地元農産物供給事業4 0 周年＞

＜援農市民養成講座「 農の学校」＞

【 主な農産物】ナシ、

トマト 、ブルーベリ ー、

ブド ウ、ナス

総人口： 1 8 5 ,2 4 2 人

総面積： 2 4 .3 6 ㎢

農地面積： 2 4 3 .2 h a

立川農業の価値と 魅力を広めるため市内農業者

の横断的組織である立川農業振興会議から 推

薦さ れた1 0 名の農業者が中心となり 計9 回延べ

約3 0 時間にわたるワークショ ップ形式での検討

を重ねてブランド マークが決定しました。

市内の若手農業者団体の立川農研会への委託事

業。食育は学校の栄養士と 協力し 給食で使用する

野菜を紹介し生産者の立場から食の大切さを伝え

緑育は校庭内の樹木名プレート の製作や樹木配

置図を設置しクイズ形式で授業を行っています。

＜立川産農産物ブランド「 立川印」＞

＜小学校での食育・ 緑育授業＞

【 主な農産物】ウド 、トマ

ト 、ブロッコリ ー、ニホン

ナシ、キウイフルーツ他

総人口： 9 1 7 ,7 0 5 人                   

総面積： 5 8 .0 5 ㎢

農地面積： 9 0 .4 ha

区内の農地保全と 障害のある方の就労促進・ 工

賃向上を図るため粕谷2 丁目の約3 ,4 0 0 ㎡の農

地で農福連携事業に取り組んでいます。障害者の

就労を伴う 圃場管理のほか農作業体験会や地域

との交流事業なども行っています。

せたがやそだち（ 世田谷産農産物）の魅力発信と

農家の販路構築につながる新たな農業ビジネス

の展開を促進するため、せたがやそだちを使った

加工品のビジネスプランを募集し 優秀なプランに

補助金を交付し 商品化を支援しています。

＜農福連携の取組み＞

＜せたがやそだちビジネスプランコンテスト ＞

【 主な農産物】

ダイコン、ジャガイモ、

コマツナ

【 主な農産物】

ナシ、ト マト 、

キュウリ など

【 主な農産物】

キャベツ、キュウリ 、

ジャガイモ

【 主な農産物】

サツマイモ、

サト イモ

【 主な農産物】

米、麦

川口市日野市

立川市世田谷区

川崎市 横浜市

川越市 行田市

上田市

相模原市 木更津市

坂東市

※本ページはフェスティ バル当日に会場に展示した自治体紹介パネルを再構成しています。（ データは令和5年3月現在）

被
招
聘
都
市

お
よ
び
参
加
都
市

1

5

4

巻
末
資
料

開
催
ま
で
の
取
組

3

2

当
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
11
月
19
日
）

前
日
プ
ロ
グ
ラ
ム（
11
月
18
日
）

6 7

毎年４月に市で開催される逆井城まつりに合わせて

農業祭を開催。JAや普及センター4Hクラブ等の

団体の協力のもと、生鮮野菜や地元の農産物を使

用した料理を販売し、市民の農業への理解を深め

ることと地産地消の促進を目的としています。



総人口： 1 ,1 8 1 ,8 6 8 人

総面積： 9 0 7 ㎢

農地面積： 3 ,3 6 9 ha

「 こまつな」「 サラ ダみずな」「 し ゅんぎ

く 」「 パセリ 」「 ほう れんそう 」「 青ねぎ」

「 広島菜」を “広島近郊7 大葉物野菜”

と 命名し 積極的にPR 。「 広島菜」は日

本三大菜漬けの1 つ「 広島菜漬」の原

菜として一説には江戸時代から 栽培さ

れています。

＜広島近郊7 大葉物野菜＞

地産地消と 都市農村交流を促進するた

め、毎週日曜日に広島市内の農林水産

業者が平和大通り の一角に集い、朝市

を開催しています。

＜ひろし ま朝市＞

【 主な農産物】

広島菜、コマツナ、

パセリ

総人口： 1 ,5 0 4 ,5 9 7 人

総面積： 5 5 7 .3 ㎢

農地面積： 5 ,0 7 6 .4 h a

下水処理の過程で回収さ れたリン(こう べ再生

リ ン)を 配合し た肥料「 こう ベハーベスト 」や堆

肥の利用支援を行い資源循環・ 環境保全型の

「 こう べ里山SD Gs 農業」を 推進。肥料価格高

騰の影響を受ける農業者を支援し 持続可能な

農業経営を目指しています。

＜資源循環型「 こう べ里山SD Gs 農業」の推進＞

日常的に神戸産農水産物を 購入でき

る 地産地消の場と し て市街化区域で

開催するマーケット を 支援。生産者の

農産物を 使っ た加工品を 販売する 事

業者等マーケット を 通じ たつながり も

生まれています。

＜マーケット の開催＞

【 主な農産物】

水稲、軟弱野菜

総人口： 2 ,7 5 6 ,8 0 7 人

総面積： 2 2 5 .3 3 ㎢

農地面積： 7 6 .4 0 ha

大阪市内で1 0 0 年以上前から栽培さ れ

ている「 大阪市なにわの伝統野菜」や大

阪にイタリア料理店が多いことに目をつ

けた大阪市内でのイタリア野菜の栽培

等、大阪市内産の野菜の産地ブランド

化をめざして取り 組んでいます。

＜大阪市内産農産物の産地ブランド 化＞

大阪市内の都市農業の魅力をプロモー

ショ ン動画や農産物の旬の時期に合わせ

た魅力発信イベント・ 農業体験イベント 等

にてPRしています。SN Sを活用した積極

的な広報を行い、プロモーショ ン動画は

YouTubeチャンネルで公開しています。

＜大阪市都市農業振興事業＞

【 主な農産物】

米（ ヒノヒカリ ）、

軟弱野菜、花き等

総人口： 3 0 9 ,0 5 1 人

総面積： 2 0 6 .5 0 ㎢

農地面積： 4 ,5 8 0 .9 h a

農家の皆さ んが気象データ に基づいて

栽培管理が出来るよう 気象センサーを

設置、データ の蓄積・ 解析に取り 組んで

います。また、市民が農業を身近に感じる

こと ができる拠点として農業マルシェ や

園芸教室等を開催しています。

＜農業振興の拠点、農業センタ ー＞

農業の担い手不足が進行している中で

多様な業種の企業が集積している四日

市市の特徴を 生かし 、新たな担い手確

保のための施策の一つとして企業が新

たに農業参入する 際に行う 施設整備

や機械導入を支援しています。

＜企業の農業参入を支援＞

【 主な農産物】

茶（ かぶせ茶）、

米

総人口： 7 1 ,9 1 7人

総面積： 1 6 .3 1 ㎢

農地面積： 3 7 7 ha

土を耕し 野菜を育て収穫するまでの一

連の農体験。土に触れ野菜が育つ過

程を観る、調理する等、互いに協力して

様々な体験を通し「 農」や「 食」への関心

を育みます。遊休農地対策として「 ロ ー

ゼル」を 植付し 学校給食で提供する等

地産地消を目指します。

＜畑d e 学校（ 小中学生対象）＞

「 日本で一番小さく て楽しい農村を創るプ

ロジェ クト 」体験農村かきつ畑は、参加者

と 一緒に作る体験型農園。農は人を作り 、

そして仲間を作る。参加者が各自の区画

で野菜をつく り 収穫を楽し むだけではな

く 参加者同士の交流を広げています。

＜体験農村かきつ畑♪＞

【 主な農産物】

米、麦、大豆

総人口： 7 8 1 ,5 9 6 人

総面積： 1 ,5 5 8 .0 6 ㎢

農地面積： 1 4 ,1 5 4 ha

農産物約1 7 0 種類・ 水産物約1 5 0 種類

の食材があり 、浜松で1 7 年間過ごし た

徳川家康の躍進を支えたのもこの食材。

「 健康寿命日本一」を 支える 旬の食材

「 浜松パワーフ ード 」のすばらし さ を皆

様に知っていただく 活動を行っています。

＜浜松パワーフード ＞

浜松の農業経営者や農業経営をコ ン

サルティ ングする人材の育成を目的に

リ ーダーシップや組織管理マーケティ

ング等を 身につける 農業経営塾を 開

催。令和5 年度まで実施し 、7 8 人が受

講。また 、受講後に専門家によるフ ォ

ローアップも行っています。

＜農業経営塾＞

【 主な農産物】

ミ カン、茶、セルリ ー

大阪市四日市市

知立市浜松市

広島市神戸市

会場M A P
会場では、「 買う 」「 食べる・ 体験する」「 話す・ 学ぶ」の３ つをテーマに、都市農業の

魅力を存分に感じられる様々なイベント を開催しました。

フォト スポット 会場内には様々な展示が設置され、多く の来場者の目を楽しませました。

体験する 話す・ 学ぶ

買う 食べる

被
招
聘
都
市

お
よ
び
参
加
都
市

1

5

4

巻
末
資
料

開
催
ま
で
の
取
組

3

2

当
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
11
月
19
日
）

前
日
プ
ロ
グ
ラ
ム（
11
月
18
日
）

2  ｜当日プログラム（ 1 1月1 9日）

フラワーアート ト ラクタ ー モザイクアート 宝船 練馬大根干し

98



愛知県 名古屋市千葉県 松戸市

市内農家が生産し た 旬の

「 こく ベジ 」（ 地場産農畜産

物の愛称）やこく ベジ オリ

ジナルグッズ（ ピンバッ ジ・

前掛け・ エコ バッ ク）を販売。

松戸のブ ランド ねぎである

「 矢切ねぎ 」や「 あじ さ いね

ぎ」、二十世紀梨発祥の地で

ある「 まつどの梨」を販売。

愛知県の伝統野菜に選定

さ れた「 徳重だいこん」や名

古屋で生産拡大中の「 アボ

カド 」を販売。

九条ねぎやみず菜など、農

家が丹精込めて 栽培し た

旬の京野菜を販売。

こく ベジメ ニュ ー提供店の

「 パンの家ラ・ ママン」がパン

を 、洋 食店「 ラ ヂオキッ チ

ン」がカレーペースト やジャ

ムなどの加工品を販売。

松戸市内で生産さ れた、新

鮮な野菜を使用し たサンド

ウィ ッ チや焼菓子も 販売。

天然有機肥料だけで大切に

育てた甘く て美味し いm iu

ト マト と m iuト マト の加工

品も 販売。

京都の長い 歴史の中で 育

まれた味や香り が楽し める

京野菜を販売。

東京都 国分寺市 京都府 京都市

東京都

世田谷区

せたベジ
シフォン

東京都

日野市

ルバーブ
ジャム

埼玉県

川口市

シクラメン

埼玉県

さ いたま市

ヨ ーロッ パ
野菜セット

埼玉県

所沢市

狭山茶

埼玉県

行田市

行田在来
青大豆

神奈川県

川崎市

のらぼう 菜
乾麺

神奈川県

横浜市

はま柿

神奈川県

相模原市

津久井在来
大豆の加工品

茨城県

坂東市

ねぎ

千葉県

木更津市

きさらづ
学校給食米

長野県

上田市

ふじ

静岡県

浜松市

三ヶ日
みかん

愛知県

知立市

ローゼル

三重県

四日市市

かぶせ茶

大阪府

大阪市

天王寺蕪

兵庫県

神戸市

神戸野菜
セット

広島県

広島市

広島菜漬

買う
全国からたく さ んの農産物・ 特産物が大集合！

練馬大根などの新鮮な練馬産野菜、果物、お花のほか、普段目にすること

の少ない全国の農産物・ 特産物を販売し まし た。

当日の様子

全国の新鮮な農産物·特産物が並び、多く の来場者でにぎわいまし た。

第2 6 回 JA 東京あおば農業祭と 共同開催

※JA東京あおば農業祭  11月18日（ 土）、19日（ 日）開催
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イチ
オシ

イチ
オシ

イチ
オシ

イチ
オシ

イチ
オシ

イチ
オシ

イチ
オシ

イチ
オシ

イチ
オシ

イチ
オシ

イチ
オシ

イチ
オシ

イチ
オシ

イチ
オシ

イチ
オシ

イチ
オシ

イチ
オシ

イチ
オシ

各自治体の農業者や出展者がおすすめする農産物・ 特産物イチ
オシ

自治体以外にも 様々な団体が出展
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国土交通省
「 農」や「 みどり 」に関連するイベント や施設についての情報発信

農林水産省

「 みどり の食料システム戦略」や多様な役割を持つ「 都市農業」の紹介

東京都（ 公益財団法人東京都農林水産振興財団）
農林水産振興財団が実施している農林水産業の振興を図る事業や

取組の紹介

ねり ま観光センタ ー

イベント で大人気の「 ねり 丸ガチャ」が登場

社会福祉法人あかねの会

ねりコレに認定さ れた「 野菜たっぷりスープ」などを販売

練馬区協働推進課（ 大泉パティ シエクラブ）

区内農産物を 使用し たフェ スティ バル限定のお菓子詰め合わせ

セット を販売

高知県（ 東京丸高花き協議会）

高知のお花を使ったフラワーアレンジメント を実施



農

食

食 食

食

Ca f e  Tr u ck .7  
珈琲の樹

練馬を

味わう

全国を

味わう

各地の農産物を使った様々な

メ ニューを提供するキッ チンカーが出店！

農
伊勢屋  
鈴木商店

ネリマーレン 
ブルーベリ ーブロイ

フルーティ ーな 香り 、引き

締まっ た酸味と ほのかな

甘みが特徴の発泡酒。

イチ
オシ

A n n  Be e  ｜ 国分寺市

こく ベジクッ キー

国分寺市で採れた野菜を

乾燥させ粉末にし たものを

クッ キー生地に混ぜ込み

まし た。

イチ
オシ

ホット ドッグ

ボリ ュ ーム満点のホッ ト

ド ッ ク に加え、淹れたて珈

琲、かき氷やチーズケーキ

も販売。

イチ
オシ

ATELIER
n ih a k u  ｜ 松戸市

焼菓子

松戸市内で栽培さ れた新

鮮な野菜を使用したサンド

ウィッ チや焼菓子を販売。

イチ
オシ

中華 大勝軒

アント ン餃子

地場産野菜をたっぷり 使用

し たアント ン餃子を販売。

イチ
オシ

欧風カレー工房
すぷーん ｜ 国分寺市

コロッケカレー

国分寺3 0 0 年野菜「 こく ベ

ジ 」をふんだんに使用して

作る特製のこく ベジコ ロッ

ケカレー。

イチ
オシ

ガビンパンパン

ドレッシング

練馬産野菜のド レッシング

に加え、旬の野菜をたっ ぷ

り 使った豚汁も販売。

イチ
オシ

新花 ｜ 京都市

九条ねぎを使用した
自慢の焼売

全国都市農業フ ェ スティ

バル限定で京野菜を使用

したシュウマイを販売。

イチ
オシ

Bea r 's  Pu Pu
（ ベアーズ ププ）

タコス

生地から 作る自家製ト ル

ティ ーヤ。市販のも のと は

香り が違います。

イチ
オシ

おはしごはん 
｜ 名古屋市

名古屋コ ーチンの
唐揚げ弁当

名古屋コ ーチンを 使用し

た、特製の唐揚げをどんぶ

り に。

イチ
オシ

PITA N GO

練馬大根パスタ

練馬の学校給食でおなじ

みの練馬大根スパゲティ を

PITA N GO 風にアレンジ！　

懐かしい記憶と思い出に。

イチ
オシ

川越市 ｜ 川越市

焼き芋

「 川越いも」を使用した焼き

芋です。紅はるかと シルク

スイート の2種類を販売。

イチ
オシ

呑と

長芋のフライド ポテト

練馬産の長芋を 使用し た

フライド ポテト を販売。

イチ
オシ

立川市×A M A SIO
K ITCH EN  ｜ 立川市

立川産農産物を使用
したお弁当

立川産食材を使用し たお

弁当のほか、JA東京みどり

の「 推し 」加工品等も販売。

イチ
オシ

色とりどり 、季節のものをふんだんに使ったおいしい料理が並んでいました。

どの店舗にも多く の方が訪れてく れました。

練馬産の野菜をふんだんに使用し たメ ニュ ーのほか、各都市の特色

ある料理をたく さ んの人が楽し みまし た。

当日の様子

食べる

1312

区内農業者のオススメ 飲食店

ねりまの食育応援店

食育応援店について
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体験する
都市農業の魅力に触れること ができるワークショ ッ プ、親子揃って楽し める

体験コ ーナーを実施し まし た。

農家さ んに聞いてみよう！

京野菜ミ ニ収穫体験

苔玉作り 体験
東京の農業を伝える出前授業

　 練馬区農業体験農園※園主会の農業者が講師となったワークショップを３ 回開催しました。

　 各回のテーマは①「 プランター栽培のコツ」、②「 美味しい野菜とは」、③「 練馬の都市農業」。

参加者は、家庭でできる美味しい野菜の作り方や、野菜を買うときの選び方など生活に活かせるお

話のほか、練馬で採れる野菜や果物などの農産物についてクイズ形式で楽しみながら学びました。

　 講師は、トークライブにも登壇した渡邉幸浩さんを中心とした京都市の農業者の皆さんです。

　 この日のために、京都で育てた京野菜をプランターごと会場に運び込んでの収穫体験。参加

した親子は、カブのような形をした「 聖護院大根」や、一般的なニンジンよりも細く 鮮やかな色を

した「 金時人参」など、普段目にすることが少ない伝統的な京野菜を収穫し、農業に触れる体験

を楽しみました。

花、多肉植物※を生産する花き農家である高橋徹さんが講師となり、苔玉作り体験を行いました。

　 参加者は、講師が用意した様々な種類の多肉植物から好みのものを選び、それぞれが奮闘しな

がら丸く 整った苔玉に仕上げました。子どもが夢中になって作業する傍ら大人も熱心に取り組み、

老若男女が楽しめるワークショップとなりました。

　 JA東京青壮年組織協議会の協力により、都内で農業を営む笹本善之さんら３ 名の講師を

招き、東京の農業についての出前授業を開催しました。

東京で栽培されている農産物や畜産についてだけでなく 、

葉っぱや花の写真から野菜の種類を当てるクイズなど、楽

しみながら東京の農業・ 都市農業を学ぶことができました。

※農業体験農園： 練馬区発祥の畑の学校で、利用者は農園主の指導のもと、 種まきや苗の植え付けから収穫まで、一連の農作業を体験できる。

※多肉植物： サボテンや、アロエのような肉厚な葉に水分が蓄えられている植物。

② 講師 加藤義貴さん

① 講師 加藤正明さん

③ 講師 白石好孝さん
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話す・ 学ぶ（ ト ークライブ）

都市農業のプロ×小島よし お

発見！もっと 楽し い都市農業 ～明日、畑に行きたく なる話～

午前の部

都市農業のフ ァ ン づく り を 目的に、３ つのキー

ワード を 切り 口と し 、都市農業の魅力について、

楽しく 語り 合いまし た。

※詳細は巻末資料32ページを参照

● 農園名「 かとちゃんファ ーム」
● 江戸時代から4 0 0 年続く 農家
● 少量多品目で、年間約8 0 品目を生産
● 「 チームねり まd e女子マルシェ 」のメンバー
● 野菜ソムリ エの資格取得

◆主な生産品目

キャベツ・ ブロッコリ ー・ きゅうり・ いちご

● 農園名「 清水農園」
● 有人直売所で穫れたて野菜を販売
● 落葉・ 馬糞で堆肥づく り  循環型農業を目指す
● こく ベジプロジェ クト 検討会議メ ンバー

◆主な生産品目

サラダセット・ エンド ウマメ・ たけのこ

● 農園名「 飯田農園」
● 前職は食品メ ーカ ー勤務
● 名古屋唯一の有機Ｊ Ａ Ｓ 認証農園
● デパート での販売のほか、ト マト 狩り 等も実施

◆主な生産品目

m iuト マト（ 高糖度ミ ニト マト ）

● 沖縄県生まれ千葉県育ちのお笑いタレント
● 早稲田大学教育学部卒業
● 野菜ソムリ エの資格取得
● JA グループ が出版する 食農教育月刊誌

「 ちゃぐりん」に連載を持つなど、食育や農業

のＰＲ 活動にも力を入れる

● 就農４ 年目の若手農業者
● 前職はＪ Ａ 東京中央職員
● 住宅街に囲まれた立地で、地域と の共生を

意識し た都市農業を実践

◆主な生産品目

大根・ かぶ・ じゃがいも・ なす・ ト マト

「 チームねり まd e 女子マルシェ 」の活動を通じ 、お客さ

んと の交流やつながり を 楽し んでいること や、美味し

かっ たと いう 声が農業のやり がいにつながっているこ

と などについて語りまし た。

「 子どもたちが笑顔になる野菜づく り 」をコンセプト に、

スーパーの地場産コ ーナーで販売。ブランド 化の推進

や配偶者が行う 菓子販売事業と の協業、地域貢献など

について語りまし た。

親戚が営農できなく なったこと を 機に、JA を退職して

就農。先代が大事にし ていた畑と 直売所を 受け継ぎ、

「 農地は地域の共有財産」と の考えのもと 行う 、地域

住民と の交流や地域貢献などについて語りまし た。

有人の庭先直売所が地域をつなぐコミ ュニティ の場と

なっている点や、「 こく ベジプロジェ クト 」により 、農を中

心とし た飲食店や地域などと のつながり が生まれてい

る様子について語りまし た。

第一子の病気をきっ かけに、安心安全な食べ物を食べ

さ せたいと いう 思いで就農。高糖度ト マト の栽培のこ

だわり や、経営理念の「 し びれる農業」について語り ま

し た。

京都市の伝統的な販売方法「 振り 売り 」をはじ め、京

野菜の生産や大学での講義を通じ 、農を中心とし たコ

ミ ュニティ 形成、文化・ 伝統の継承に取り 組む様子に

ついて語り まし た。

● 農園名「 和修園（ わしゅう えん）」
● 前職はアパレル業
● こだわり は、子どもが笑顔になる野菜作り
● 配偶者はキッ チンカ ーで地元農産物を使用

し た菓子販売事業を展開

◆主な生産品目

ねぎ・ にんじ ん・ じゃがいも・ ブルーベリ ー

● 京都市の伝統的な販売方法「 振り 売り 」を実施
● 地元伝統野菜「 山科なす」など自家採取栽培
● 大学で講義を行う など、多岐に渡り 活動
● 前・ 全国農協青年組織協議会理事（ R4 年度まで）

◆主な生産品目

ぶどう・ たけのこ・ 葉物野菜・ 水稲

● 野菜ジャーナリスト
● 全国の農産物や流通業界を幅広く 取材し 、

   メ ディアや講演を通して情報を発信
● 訪れた畑は5 0 0 か所以上
● 野菜ソムリエプロの資格取得
● 野菜ソムリエ協会講師

● 実は農家は孤独。農作業をしている農家を 見かけたら 、ぜひ声を 掛けてほし いです。そこ から 生まれるコ ミ ュニ

ケーショ ンが農業のやり がいや励みにつながり ます。

● 地元の農産物を買っていただく こと が応援につながり ます。農家にとっての一番のやり がいは、皆さ んが買って、美味

しく 食べて、笑顔になること です。

● SN Sで情報発信していますので、ぜひ見てく ださい。発信に対してリアクショ ンがあること がやりがいにつながります。

● まだまだ都市農業について知ら ない方が多いのが現状です。我々農業者も 発信を続け、消費者と 共に都市農業を

守っていきたいと 思います。

● 収穫体験など実際に体験すること は、農業を学ぶだけでなく 食育にもつながり ます。農に触れる場が都市農業には

あり ますので、ぜひ畑に来てほし いと 思います。

●  ゲスト  小島さ ん： 農家さ んの話を通して、都市農業の多面的機能についての理解が深まり まし た。今後、直売所や

スーパーの地場産コ ーナーで地域の農産物を積極的に買いたいと 思います。

練馬区

国分寺市

名古屋市

ゲスト

練馬区

松戸市

京都市

司会

加藤 優子 （ かとう  ゆう こ）

登壇者

ト ーク概要

登壇農業者からのメッ セージ ～都市農業を残すために～

清水 雄一郎 （ しみず ゆう いちろう ）

飯田 実 （ いいだ まこと ）

小島 よし お （ こじま よし お）

西貝 洸輝 （ にし がい こう き）

川上 修平 （ かわかみ しゅう へい）

渡邉 幸浩 （ わたなべ ゆきひろ）

篠原 久仁子 （ しのはら く にこ）

キーワード ❶「 つなぐ」

キーワード ❷「 極める」

キーワード ❸「 受け継ぐ」

加藤優子さん

川上修平さん

西貝洸輝さん

清水雄一郎さん

飯田実さん

渡邉幸浩さん
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都市農業のプロ×きじ まりゅう た

都市農業“推しト ーク ” ～都市農業のこれからを語り 合う ～

午後の部

● 農園名「 さ かい農園」
● 庭先や直売所、区役所自動販売機などで販売
● 全国農協青年組織協議会 副会長
● 前・ JA東京青壮年組織協議会会長

   （ R４ 年度まで）

◆主な生産品目

ト マト・ ブルーベリ ー・ えだまめ・ 練馬大根

● 農園名「 国分寺中村農園」
● 減農薬などを意識し 、最新技術を積極的に導入
● 地域に開かれた顔の見える農業を目指す
● 東京農村ビ ルを拠点に東京農業の魅力を発信

◆主な生産品目

いちご・ ト マト・ 東京う ど

● 緑信用農業協同組合 代表理事組合長
● 市内産“なごやさ い”を朝市や軽ト ラ市で販売
● あいちの伝統野菜「 徳重だいこん」の復活に尽力
● アボカド の特産化にも取り 組む

◆主な生産品目

温州みかん・ だいこん・ さつまいも

● 料理研究家
● 豊島区出身で、祖母と 母が料理研究家と いう

家庭に育ち、幼い頃から料理に親し む
● Ｎ Ｈ Ｋ「 あさ イチ」「 きょ う の料理」等の他、

全国で講演会など多数出演
● JA 東京あおばの広報誌「 あおば」で、地場産

農産物を使用したレシピ紹介を連載中

● 農園名「 野坂農園」
● 飲食店向けに、おし ゃれなハーブや西洋野菜など

を中心に生産・ 販売
● コミ ュニティ 農園や保育園での指導も行う

◆主な生産品目

ルバーブ・ アーティ チョ ーク・ ハーブ類

● 農園名「 成嶋農園」
● 市の特産品「 あじさ いねぎ」の普及に取り 組む
● インタ ーネット ラジオで農業情報を 発信
● 野菜ソムリエプロ・ 土壌医などの資格取得

◆主な生産品目

あじさいねぎ・ えだまめ・ アスパラガス

● 農園名「 株式会社中嶋農園」
● 次世代の育成・ 継承のため法人経営
● 京都市内の飲食や弁当惣菜、百貨店等に出荷
● 農業こそ本当に生産性のある仕事と 信じ 、営農

◆主な生産品目

キャベツ・ レタス・ サニーレタス・ 黒枝豆

● 農ジャーナリスト ／ベジアナ
● 兵庫県生まれ、高知県育ち
● 石川テレビのアナウンサー時代に、市民農園、

　 里山の番組を制作して以来、農をテーマに活動
● 世田谷で野菜を作るアナウンサー「 ベジアナ」

　 として農ある暮らしを発信
● 生産と 消費をつなぐメ ディ アになること を使命

　 に取材活動

練馬区

国分寺市

名古屋市

ゲスト

練馬区

松戸市

京都市

司会

洒井 雅博 （ さかい まさひろ）

登壇者

中村 克之 （ なかむら かつゆき）

小島 教正 （ こじま のりまさ ）

きじ まりゅう た

野坂 亮太 （ のさ か りょう た）

成嶋 伸隆 （ なるしま のぶたか）

中嶋 直己 （ なかじま なおき）

小谷 あゆみ （ こたに あゆみ）

推し 「 庭先直売所・ マルシェ 」

庭先直売所が地域に根付いた背景や、農業者と 消費

者の交流が醍醐味であるマルシェ の魅力など、「 農が

生活に定着するまち練馬」について語り まし た。

推し 「 あじ さ いねぎ」

2 0 11 年の震災を機に、市場出荷から 地元出荷に方向転

換。地元での認知度向上に向けた飲食店や学校給食へ

の提供、大学と のコラボなどの取組について語りまし た。

推し 「 農で紡ぐ絆」

祖父から継承し 、地域や飲食店と のつながり を育んだ畑を

相続で失っ た厳し い経験にも 負けず、農業の可能性を信

じ 、新たな畑で再スタ ート を果たした経緯を語りました。

推し 「 こく ベジプロジェ クト 」

市内産農畜産物を「 こく ベジ」の愛称でブランド 化。飲

食店でのメ ニュ ー提供、マルシェ 、収穫体験などで、ま

ちの活性化につながっている様子を語り まし た。

推し 「 次世代につなぐ農業」

祖父の言葉「 畑は自分のも のでなく 先祖から 預かっ た

もの」を受け、次世代に農業をつなぐこと を使命と 考えて

の法人化や、環境配慮型農業などについて語りまし た。

● 収穫から 食べることまでを身近に体験できるのが、都市農業の最大のメリット 。五感に訴え、都市に農地があること

の大切さを実感してもらえるよう にこれからも 頑張り ます。

● 住宅と 農業が密接な環境を活かし 、様々な方達と 連携し ながら 、これまでのカタ チに囚われない新たな都市農業の

スタ イルを見つけていく こと が大事だと 感じ まし た。

● 都市農業の多面的機能の発揮が求めら れていると 思います。まずは農業者自らが理解し 、期待に応えら れるよう な

農業に取り 組むこと が重要であると 思います。

● 都市農業を残すためには、住民と 農業者の相互理解が重要です。食育授業や地域への販売など、農業者も 知っても

らう 努力を続けていく こと が必要だと 思います。

● 住民が近いからこそ、情報発信による販売促進の効果が大きいです。消費者ニーズに応えた多品目生産のほか、

後継者確保のためにも 高単価品目の生産が重要です。

● 皆さ んの話を聞いて、私がやっている方向性に自信を持つこと ができまし た。練馬の農業体験農園のよう に、地域住民

が参加できる農業を実践し たいと 思います。
●  ゲスト  きじ まさ ん： 我々消費者にとって、新鮮な農産物を買えるほか、多面的機能の恩恵を受けられるなどメリット

が大きいので、「 農業者を応援する」「 共に残していく 」と いう 意識を持ち行動すること が重要だと 感じ まし た。

ト ーク概要

まちと 共にある「 農」

「 農」でまちの代名詞をつく る

まちに「 農」を残す

洒井雅博さん

成嶋伸隆さん

野坂亮太さん

中村克之さん

小島教正さん

中嶋直己さん

都市農業のこれからを語り 合う

推し 「 徳重だいこん」

一度生産が途絶えてし まっ た徳重だいこ んの復活か

ら「 あいちの伝統野菜」に選定さ れるまでの取組のほ

か、アボカド の特産化への挑戦について語りまし た。

都市農業への理解促進や農業者の営農意欲向

上を目的に、３ つのキーワード を 切り 口と し 、各

都市で行われている“推し ”の取組を「 まち」の視

点を 踏まえながら 紹介するほか、都市農業のこ

れからについて語り 合いまし た。
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　 白石農園は、練馬区大泉町で350年続く 農家で、

約100種類の野菜やブルーベリーを生産販売してい

ます。野菜は近隣のスーパーで販売しているほか、

練馬区内の飲食店や学校給食に納品しています。

　 また、約120区画ある農業体験農園やブルーベ

リーの摘み取り 園、野菜の収穫体験、小中学校の

体験学習の受け入れなども行っています。

農地視察
視察に参加する被招聘者から多く の関心が寄せられていた「 少量多品目生産・ 庭先直

売所での販売」「 農業体験農園」「 野菜の収穫体験」「 地域住民・ 小中学校等との連携」

を実践する農園と、区内の農家レスト ラン※1を視察しました。

加藤農園／農業体験農園「 緑と 農の体験塾」（ 農園主： 加藤義松さ ん／所在地： 練馬区南大泉3 -17 ）

白石農園／農業体験農園「 大泉 風のがっこう 」

農家レスト ラン「 L a 毛利」

　「 緑と 農の体験塾」は、平成８ 年度に全国で初めて開園し

た農業体験農園です。農園主や利用者間の交流だけでなく 、

町会と協力した防災訓練を実施するなど、農地が地域コミュニ

ティ の場として機能している様子を紹介しました。

　 また、本農園は、令和元年度に指定された「 南大泉三・ 四丁

目農の風景育成地区※2」内に位置しており、地域住民と連携

したイベント のほか、庭先直売所や果樹の摘み取り園の運営等についても紹介しました。

　 La毛利は、白石農園に隣接し、白石好孝さんがオーナーを務める農家レスト ランで、旬の新

鮮野菜を使用した料理を提供しています。

　 白石さんからは開店の経緯や運営方法について、毛利シェフからは新鮮さや素材の味を生かし

た調理を心掛けていることなど、農家レストランならではの魅力について説明していただきました。

（ シェフ： 毛利伸彰さ ん／所在地： 練馬区大泉町1-5 4 -11 ）

　 農園主の白石さんは、昔は市場出荷メインだったが、地域に視点を向

け、直売による地域住民への販売や、農に触れ合ってもらう 機会の提

供など、都市農業は時代や消費者のニーズに合わせて発展してきたこ

となどについて語りました。

　 農園主の加藤さんは、この地域の農業者は横の

つながりが密接で、既存の形に囚われず新しいこと

に挑戦する傾向があることや、地域住民も 農に対

する理解があり協力的であることが農地保全や地

域イベント 開催の要因であることなどを語りました。

（ 農園主： 白石好孝さん／所在地： 練馬区大泉町1-5 4 ）

毛利シェフによるメニュー紹介 白石さんによる説明 白石農園の野菜を使用した料理
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3  ｜前日プログラム（ 1 1月1 8日）

農業体験農園は、練馬区発祥の畑の学校で、利用者は農園主の指導のもと 、種まきや苗の植え付

けから収穫まで、一連の農作業を体験できる農園

自身の営農状況や農業体験農園のメリット などについて説明

左： 野菜の収穫体験をセルフ形式で実施

右： アスパラガスのハウス栽培。選別や包装作業を近隣の福祉作業所に

発注し 農福連携にも取り 組む

南大泉三・ 四丁目農の風景育成

地区で行われたイベント の様子

※2  農の風景育成地区制度： 農地や屋敷林等が比較的まとまって残る地区を東京都が指定し 、農地等の保全を図るために、地域のまちづく りと

連携し ながら農のある風景を保全・ 育成していく 制度。練馬区では、高松一・ 二・ 三丁目（ 一部）も農の風景育成地区に指定さ れている。

※１  農家レスト ラン： 農業経営体または農業協同組合等が食品衛生法に基づく 許可を得て、自らまたは構成員（ 組合員）が生産した農産物等を用

いた料理を提供して料金を得る事業。

上： コインロッカ ー式庭先直売所

下： 柿の摘み取り 園

※被招聘者および関係者のみ参加
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＜ト ピック1 ＞　 労働力について
●農福連携の一環で福祉作業所から週１ 回作業に来てもらってい

る事例では、マンパワーが必要な単純作業では大きな力と なって

いる。ただし 、作業の向き不向きはある。

●ボランティ アの活用や農福連携も 含め、都市農業は選択肢が広

いという のがメリット だが、雇う 側の対応によってう まく 機能する

かが左右さ れる。

＜ト ピック2 ＞　 ブランド 構築とブランド 力強化
●ロゴデザインを作ったことで、消費者への訴求力を生み実際に売上げが上がった。他の農園との差別化という 観

点からも効果があると 感じている。

●行政の広報は摘み取り 園等の集客に効果があり 、何年も継続してきたことが結果としてつながっている実感がある。

●新たな品目のブランド 化に取り 組み、高単価での販売を目指している。

＜ト ピック3 ＞　 都市農業の意義・ 価値
●都市に農地があること自体が大きな価値で、市民の「 農に対する意識の玄関口」として都市農業があるべきだと 思う 。

●これからは「 住民に開かれた農地」にしていく ことが重要である。

●消費者への新鮮な農産物の直接販売や、そこでのコミ ュニケーショ ンを含め、「 地産地消」の推進が大事である。

意見交換会

＜ト ピッ ク1 ＞　 まちなか農業のメリット・ デメリット
●都市農業は、消費者が近く 多様な販路があり 、新鮮な農産物を提供で

きる一方で、農薬散布や農作業の騒音など、周辺の住環境への配慮が

必要である。デメリット を無く すことは難しいため、例えば、収穫体験を

通して市民に農業を見てもらう 等、考え方を変えてもらうことで、ファン

になってく れる方々の満足度を上げていく という 考え方も大事である。

＜ト ピッ ク2 ＞　 無理なく 効果的な情報発信
●SN Sによる情報発信はファンづく り につながると 共に、拡散力があるため重要である。凝った投稿ではなく 、何気ない

農作業の風景などが意外と求められている。

●消費者と直接会話すること は相互理解につながり やすいため、どの農業者もコミ ュニケーショ ンを大事にしている。

＜ト ピッ ク3 ＞　 農業者と 消費者の連携による都市農業の未来像
●買って食べてもらう という 地産地消の推進や、収穫体験で農に触れるなどの楽し んでもらう 機会を提供することで、

農業への理解を深めてもらいたい。都市農業があってよかったと 感じてほしい。

＜ト ピッ ク 1 ＞　 都市農業の意義
●消費者と の距離が近いため、農業への理解が得やすい点や、

顔が見える関係づく り ができる。

●農地があり 身近な場所で新鮮な野菜にアク セスできること 等

が、住民にとって住みやすい環境の要素と なっている。

＜ト ピッ ク 2 ＞　 労働力について
●参加農業者４ 名全員が労働力に課題を感じ ており 、規模に対する労働力不足や、休暇が取れない、親世代と の

雇用に関する意見の違い等が挙げら れた。

●法人化し た農園での時間単位の有給休暇制度の導入、区内農園での援農ボランティ アの活用など、課題に

対してそれぞれ取り 組んでいる。

●後継者を確保するためにも 、休暇を積極的に取得する姿を見せること は重要である。

＜ト ピッ ク 3 ＞　 収益の向上（ 生産面・ 販売面）
●栽培方法のこだわり や手間が付加価値として訴求できていないなどの課題がある。

●売上げ向上より 生産コスト 削減による利益確保に取り 組むなど、戦略性が求めら れる。

グループ A

グループ C

グループ D

テ ーマ「 都市農業への理解促進・ 地域と の共生」

テ ーマ「 都市の特性を 生かし た 営農・ 販売」

グループ B

＜ト ピッ ク1 ＞　 ファンづく り に向けた情報発信
●SNSの発信を見て直売所に足を運んでく れる方や、スーパーでは手

に入らない野菜を求めてく る方がいるなど効果を感じる農業者がい

る一方、SNSを不得意とする農業者も少なく ない。

●農家自身ではなく 、観光客や周辺住民が発信してく れるケースがある。

●人の往来があるため、オンラインではなく 農地での看板等のアナロ

グな発信も効果がある。

●個人だけでなく 、飲食店等を巻き込んで発信することで訴求力も高まり 効果的である。

＜ト ピッ ク2 ＞　 都市農業の多面的機能を活かした理解促進
●まず農業者が多面的機能について理解し 、住民に伝えていく 必要がある。

●授業の受け入れ等、食育や教育的な機能を積極的に活用することが大事である。また、農業を地域の文化として残し

ていく 、伝えていく ことも必要である。

＜ト ピッ ク3 ＞　 多様な連携による取組
●連携相手として一番心強いのは地域住民であると 思う 。農業者は、農地の多面的機能を維持するためにも農業を継続

し 、その多面的機能を享受する地域住民と良好な協力体制が構築できると 、好循環が生まれていく だろう 。

【 時間】1 6 :3 0 ～1 8 :4 0 　【 会場】ホテルカデンツァ東京　 ラ・ ローズ

全国の自治体・ 農業者・ 農業協同組合同士が、知見や経験等を共有し 相互に学ぶ

こと で、都市農業の発展に向けた新たな取組につなげること を目的に、テーマに

沿った意思交換を行いました。

参加者数  8 9 名（ 3 8 名： ４ グループに分かれ議論に参加、5 1 名： 聴講）
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※詳細は巻末資料50ページを参照
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前夜祭
　 被招聘都市を歓迎し 、練馬区と 被招聘都市が交流・ 当日への士気を高めるため、

前夜祭を開催しまし た。参加者は、練馬産農産物をふんだんに使った料理を楽し み

ながら、それぞれの取組について語り 合いました。

　 会場では、区内で活躍する「 石神井太鼓保存会せんば太鼓」が演奏を披露しました。

会場の様子

練馬区・ 被招聘都市の集合写真

【 時間】1 9 :0 0 ～2 0 : 3 0 　【 会場】ホテルカデンツァ 東京　 アゼリア



　 ８ 月から９ 月の夏休み期

間中、区立児童館等でワーク

ショ ップを行いまし た。参加

し た子ども たちは、ランタ ン

にそれぞれ思い思いの「 農」

に関係するイラスト を描きま

した。

ワークショ ップ協力：

区立児童館・ 児童室

（ 18 施設）

ブルーベリ ー収穫体験キャンペーン

4｜開催までの取組
～フェ スティ バルの機運醸成企画～

令和5 年2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

様々なイベント への出展 モザイクアート 写真募集 ねり まランタ ンナイト 　

ランタ ン作り

ワークショ ップ開催
　 フ ェ ス ティ バル開催を P R

し 、来場を呼び掛けるため、様々

なイベント に出展しました。

　 パネル写真の展示やパンフ

レッ ト 等の配布のほか、「 全国

都市農業フェ スティ バル特製缶

バッ ジ 作り 体験」も 実施し まし

た。

　 自分で機械を操作する缶バッ

ジ作りは、子どもからおとなまで

たく さんの方に参加いただき、大

人気でした。

　 フェ スティ バルを皆さ んと 一

緒に盛り 上げること を目的に、

巨大なモザイクアート を作成す

るため、「 農と わたし 」をテーマ

に、身近な農と 皆さ んが写って

いる写真を募集しました。

　 全部で2 ,0 0 0 枚を 超える写

真が集まりました。

ねりまシティ・
ウィ ザード・
フェ スティ バル

226

イベント 出展

西武
グリ ーンマルシェ

311

イベント 出展

第3 6 回
照姫まつり

514

イベント 出展

西武
グリ ーンマルシェ

78

91

イベント 出展

高松
みらいのはたけ 
開園式

319

イベント 出展

アニメ
プロジェ クト
in 大泉2 0 2 3

528

イベント 出展

ねりま
環境まなび
フェ スタ

729～ 8671

イベント 出展

練馬こぶし  
ハーフマラソン 
2 0 2 3

326

イベント 出展 　 　 　 　     区立図書館 「 都市農業」をテーマにした展示の開催

国際興業 区内で収穫体験を楽しめるバスツアー開催

ランタン作りワークショ ップ

モザイクアート 写真募集

各館でコ ーナーを 設けて都市

農業を紹介

イベント PRブース

チラシより（ 一部抜粋） 作成の様子応募さ れた写真缶バッジ作り

「 練馬の農業いま・ むかし 」刊行

（ ※詳細は66ページ）
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フェスティバルのSNSをフォロ ー

し ブルーベリ ー摘み取り 園で撮

影し た写真に「 # 全国都市農業

フェ スティ バル」を 付けて投稿し

た方に、スマホスト ラップをプレゼ

ント するキャンペーンを実施。
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健康推進課「 ねりまちてく てく サプリ 」バーチャルコ ース公開

国際興業 区内で収穫体験を楽し めるバスツアー「 おさ んぽマルシェ ミ ニツアー」開催　 　 　 　 　 　（ 7 ～12 月）

西武鉄道 西武 旅するレスト ラン 「 5 2 席の至福」において練馬産野菜を使用した料理　 　 　 　 　 　 を提供（ 1 0 ～12 月）

区立図書館 「 都市農業」をテーマにした展示の開催

練馬区商店街連合会 「 全国都市農業フェスティ バル応援フェア」開催

1 0 月 1 1 月

ねり まランタンナイト モザイクアート お披露目 西武 旅するレスト ラン

「 5 2 席の至福」区民限定貸切運行

バスツアー

「 おさ んぽマルシェ ミ ニツアー」日にち： 令和5 年1 0 月7日(土）

場  所： 区立練馬総合運動場公園

日にち： 令和5 年1 0 月1 5日（ 日）

場  所： 練馬まつり 会場内（ 区立平成つつじ 公園）

イベント 当日は、前川練馬区長と 志村練馬区体育

協会代表理事、ワークショ ップに参加し た親子や

農業者など、約4 ,5 0 0 人が参加しました。

カウント ダウン後、約1,0 0 0 基のランタンが、練馬

の夜空を美しく 彩りました。

　 練馬まつり 会場において、約2 ,0 0 0 枚の写真を

使用した高さ 2 .4 ｍ×幅3 .6 m のモザイクアート を

お披露目しました。

　 お披露目後は、練馬区役所１ 階アト リウムに展

示したのち、フェスティ バル当日に会場でも展示し

ました。

西武鉄道の協力により 、1 1月４ 日（ 土）・ 12日（ 日）

に区民限定で貸切列車を運行しました。

　 列車内では、キャベツやサツマイモなどの練馬

区産野菜を使った料理が提供さ れまし た。また、

参加者にはお土産として練馬区産サツマイモ使用

のロールケーキもプレゼント されました。

　 国際興業の協力により 、おさんぽ気分で参加でき

ること が好評のミ ニバスツアーの特別版が、フェ ス

ティ バル当日に開催されました。

　 区民限定のツアーで、参加者はブロッコリ ーや大

根の収穫を楽しんだあと 、フェ スティ バル会場も満

喫しました。

モザイクアート
お披露目

ねりま
ランタンナイト

西武 
旅するレスト ラン

「 5 2 席の至福」
区民限定
貸切運行

バスツアー
「 おさんぽマルシェ
ミ ニツアー」

10 15

10 7

11 4.12 11 19

第4 6 回
練馬まつり

10 15

イベント 出展

東京味わい
フェ スタ 2 0 2 3

10 28.29

イベント 出展

ねりまの森の
音楽祭

西武
グリ ーンマルシェ

ねりマルシェ

113 11 4 11 12

イベント 出展 イベント 出展 イベント 出展

10 111 19～

「 ねりまちてく てく サプリ 」は健康づく りを応援する練馬区オリジ

ナルアプリ 。歩数を距離に換算し 、コ ースの踏破を目指す「 バー

チャルてく てく コ ース」に、被招聘都市４ 都市の特別コ ースを

期間限定公開。

全
国
都
市
農
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11 19
▲ 画像イメ ージ

10 2 20～

商店会の参加店舗で、

1 ,0 0 0 円以上のお買い

物をし た方を 対象に、抽

選で農協全国商品券な

どが当たる応援フェ アを

実施。
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被
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お
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1

都市 氏名 農園・ 組織・ 役職

国分寺市

清水 雄一郎 清水農園（ 農業者）

中村 克之 国分寺中村農園（ 農業者）

平塚 和大 東京むさし 農業協同組合 国分寺支店 指導経済課長

山口 俊輔 東京むさし 農業協同組合 国分寺支店 指導経済課 課長代理

飯塚 達儀 国分寺市 市民生活部 経済課長

榎本 紘幸 国分寺市 市民生活部 経済課 農業振興係長

松戸市

川上 修平 和修園（ 農業者）

成嶋 伸隆 成嶋農園（ 農業者）

佐々木 貴史 とう かつ中央農業協同組合 営農経済部 農業振興課 課長補佐

鈴木 博文 とう かつ中央農業協同組合 営農経済部 営農生活課 課長補佐

田嶋 和彦 松戸市 経済振興部 農政課長

華原 叡美子 松戸市 経済振興部 農政課 主事

名古屋市

飯田 実 飯田農園（ 農業者）

小島 教正 緑信用農業協同組合 代表理事組合長（ 農業者）

菅野 忠広 緑信用農業協同組合 経済部長

大塚 基広 緑信用農業協同組合 経済部 経済課　

河原 勝弘 名古屋市 緑政土木局 都市農業課 主幹（ 農業振興）

太田 耕治 名古屋市 緑政土木局 都市農業課 生産振興係 主事

京都市

渡邉 幸浩 西野山 山渡（ 農業者）

中嶋 直己 株式会社中嶋農園 代表（ 農業者）

荒木 俊哉 京都市農業協同組合 常務理事

新谷 雅敏 京都中央農業協同組合 経済部 営農販売課長

齊藤 篤 京都中央農業協同組合 経済部 西南部経済センター 副センター長

辻 髙志 京都市 産業観光局 農林振興室 農林企画課 農業活性化担当課長

杉本 知隆 京都市 産業観光局 農林振興室 農林企画課 振興係長

5｜巻末資料
5 -1 .  被招聘者一覧
※敬称略
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●「 チームねり まd e女子マルシェ 」と いう マルシェ 団

体のメンバーとして活動しています。

●女性農業者は畑仕事や家事が忙しく 、男性と 比べ

て外出する機会が少ない状況があり まし た。マル

シェ をすること で外に出る機会を増やしていこう

と いう こと で団体が立ち上げら れ、私も 共感して

入ることにしまし た。

●団体のコンセプト は、「 話して・ 知って・ 食べて・ 楽し んで・ 繋がる」。農業者だけでは農産物の

みになってし まう ので、飲食や手芸を取り 扱う お店も参加しています。お客さ んと いっぱいお

し ゃべり をして、楽しく 会話をし ながら 販売し たい！と いう 想いでやっています。お客さ んに

楽し んでいただけて、自分たちにとっても良い情報交換の場と なっています。

●農業を 応援してく れる「 援農※ボランティ ア 」の方に日頃の農作業をサポート していただい

ています。長い方だと 、５ 年間、週２ 回来てく ださっている方も いて、と ても 助かっています。

「 今日は楽し かった」「 いい汗かいた」「 また来るわね」と いう 言葉がすごく 嬉しく て、ここで

も 人と のつながり を感じ ています。

5 -2 . ト ークライブサマリ ー

都市農業のプロ×小島よし お

発見！もっと 楽し い都市農業 ～明日、畑に行きたく なる話～

都市農業の特徴

マルシェ は「 人と 人をつなぐ」場

ボランティ アさんと のつながり

（ 1 ）午前の部（ 10 :3 0 ～12 :0 0 ）

　 スペシャルゲスト にタレント の小島よしおさんを迎え、MCの野菜ジャーナリスト 篠原久仁子さん進行のもと、

これから都市農業について知りたいという方向けに開催。

　「 都市農業」ってどんな農業？といった基本情報のほか、練馬区と被招聘都市の農業者の皆さんが、３ つの

キーワードを切り口に、都市農業の魅力や消費者の方々に伝えたい想いなどを語っていただきました。

野菜ソムリ エの資格を 持っているので、美味し い食べ方やレシピ を 提案し ながら 販売して

います。

僕も 仕事で収穫体験などさ せてもらいますが、土に触れると 元気が出て、健康にも いい気

がしています！

●まずは都市農業の基本・ 特徴を確認し ましょ う 。

　 大まかに都市農業と 平野での大規模農業と を比較

し まと めると 、資料1 のと おり です。都市農業の特

徴と し て「 多面的機能」と いう 言葉も キーワード に

なっています。農産物を生産する以外の様々な多面

的機能が発揮さ れている 事例については、後ほど

農業者の皆さ んからお話し していただきます。

●続いて、都市農業における 主な 販売方法について

ご紹介し ます。直売と いっても 、資料2 のよう に様々

なスタ イルがあり ます。登壇者の皆さ んのスタ イル

などは、後ほど詳しく 伺います。

特徴をつかんでいただけまし たか？

それでは、「 つなぐ」「 極める」「 受け継ぐ」の３ つのキーワー

ド のもと 、農業者の皆さ んとのト ークを始めましょう！

こう し た活動が評価を受けて、昨年度、東京都から「 女性活躍推進大賞 特別賞」をいただ

きまし た。日頃の活動が認めら れ、やり がいにつながっています。

普段捨てる葉の部分の美味しい食べ方が聞けるなど、SDGsにもつながるし 、「 農家さんがどう

いう 想いで野菜を作ったか」を知るとより 美味しく 感じ たり 、その人の野菜を選んで買う こと に

つながると 思います。

 テーマ ＜都市農業の基本を知ろう ＞

 キーワード  ＜つなぐ＞

練馬区 加藤優子さ ん

練馬区
加藤さ ん

小島さ ん

小島さ ん

MC 篠原さん

資料1

資料2

練馬区

加藤さ ん

ステージの様子主催者あいさつ
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※ 援農： 農家ではない人が、有償または無償で農作業を行うこと 。
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●私は、生産し た農産物のほと んどを自分の庭先直売

所で販売しています。

●直売所は有人形式で、大根が無く なると 、畑に行って

大根を抜いてきて、そのまま「 どう ぞ」と 抜きたてをお

渡しできるよう なスタ イルです。

●大根だけでも７ ～８ 種類あり 食べ方も 様々なため、

レシピも 紹介し ながら 販売し ます。スーパーなどで買

う のと は異なり 、販売している私の母や妻、そしてお客さ ん同士が会話をしており 、まさ にコミ ュ

ニティ の中心になるよう な場所だと 思っています。

●農家だけでなく 、商工会や市民の方、デザイナーさ んなど、地域の方が集まり「 こく ベジプロジェ

クト 」として、まちを循環する、盛り 上げる取組をしています。

●こく べジを使用し たメ ニューを提供する飲食店は、始まった当初は市内に2 2 店舗でしたが、今は

約9 0 店舗に増えています。また、プロジェ クト ではマルシェ も 開催。陳列を見映えが良いよう に

工夫し 、デザイン性にもこだわっています。

●「 こく ベジ」は、飲食店で食べられたり 、街中にのぼり 旗が立っていたりするので、市民の皆さんに

も浸透している印象です。

●小学生から大学生まで直接触れ合う 機会が多く 、皆さ んが「 こく ベジの農家さ ん」と 呼んでく れる

よう になり まし た。生産者として本当にやり がいのある取組だと 思って活動しています。ぜひ、国

分寺市に来てく ださ い。

コミ ュニティ の中心と なる庭先直売所

市内農家が生産し た農畜産物のブランド「 こく ベジ」の輪

フリ ート ーク

こう した直売所はすごく 贅沢なサービスだと 思います。今は、ネット で便利にレシピを調べること が

できますが、人から直接聞く のは温かみがあっていいですね。

国分寺市 清水雄一郎さ ん

小島さ ん

国分寺市

清水さ ん

マルシェ や有人販売をさ れているお二人は、一般的な 農業者より 人と 触れ合う 機会が多いと

思います。その中で最もやっていて良かっ たと 思える瞬間はどんな時ですか？

料理のレシピなどを伝えたお客さ んが、また来店して「 あの料理美味し かった」と 言ってく れると

教えがいがあったな、おしゃべり 楽し かったなと 感じ て、やり がいになっています。

飲食店で 食べてく れたお客さ んが「 美味し かっ たよ」と 、う ちの直売所に買い求めに来てく

れたり すること が嬉し い。野菜でまちが循環していると 感じ ること が増えまし た。

また、「 国分寺市って緑豊かなんだな 」「 農があっていいね」と いう 声を 聞く こと がやり がい

ですね。皆さ んに応援していただいており ます。

とにかく 加藤さんも清水さんも楽しんでいるなという 印象を受けました。それってすごく 大事なこと 。

例えば子どもたちが「 このおじちゃん、このおばちゃんたち楽し そう だ」と 感じること が「 私も大人に

なったらやってみよう かな」って考えることにつながる。

キーワード のとおり 、世代間をつないでいく ということにもなると 思いました。

小島さ ん

京都市 

渡邉さ ん

練馬区

加藤さ ん

●アパレル業界での勤務の後、今から９ 年前の2 5

歳のと きに農家へ転身。その後、４ 年前に親から

経営を引き継ぎまし た。

●手広く やるのではなく 、う まく いっている部分に自

分の力を圧縮して、そこを 極めていく スタ イルを

とっています。農園は「 和修園」と いう 屋号でブラ

ンド 化しまし た。

●指定野菜※1 4 品目を重点的に生産し 、食卓で馴染みのある野菜を「 しっかり 綺麗に作ってい

こう 」と いう コンセプト のもと 栽培、ポリシーは「 子どもたちが笑顔になる野菜づく り 」です。

●親御さ んから 、お子さ んがう ちの野菜を 食べてから 苦手だっ た野菜が食べら れるよう に

なった、と 聞く と 頑張り が報われたよう で嬉しく なり ます。

「 子どもたちが笑顔になる野菜づく り 」をポリシーに農園をブランド 化

 キーワード  ＜極める＞

松戸市 川上修平さ ん

●元パティ シエの妻が、キッ チンカー「 ATELIER  n ih a k u 」で料理やスイーツを提供する菓子

販売事業を運営しています。

●2 0 ～3 0 代を中心とし た松戸市の若手農業者グループ「 ４ Ｈクラブ」に所属しており 、地元の

若手農業者と 連携して、自分や仲間の作った野菜や果物を提供しています。商品だけでなく 、

商品提供の仕方やSN Sでの発信にも工夫しています。

●地元の幼稚園児向けにさ つまいもの収穫体験もしています。収穫し た芋を「 と れたよ！」と 見

せてく れたり 、生き生きしている子どもたちの姿は元気をく れる。食育の意味合いもあり ます

し 、地域の方へ土と 触れ合える機会を提供する収穫体験はもっと やり たいですね。行政と 連

携してもっと 声をかけてもらえると いいなと 思います。

キッ チンカーで地元農産物メ ニューを販売

地域のためにできること
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※ 指定野菜： 全国的に流通し 、特に消費量が多く 重要なものとして国が指定している野菜のこと 。キャベツ、きゅうり、さといも、だいこん、た

まねぎ、ト マト 、なす、にんじん、ねぎ、はく さい、ばれいしょ 、ピーマン、ほう れんそう 、レタスの1 4 品目がある。
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●名古屋駅から車で2 0 分の農園で、サクランボみたいに甘いミ ニト マト を栽培しています。

●食品メ ーカ ーで働いていたのですが、長男が先天性の病気で生まれたこと をきっかけに、「 子ど

もに安心安全なものを食べさ せたい」と いう 思いから1 3 年前にト マト 農家になりまし た。

食べ始めたら止められない、有機栽培高糖度ミ ニト マト

名古屋市 飯田実さ ん

●ハウスで袋培地栽培と いう 手法で育てています。袋

培地栽培は水の管理がし やすく 、根域制限によってス

ト レスをかけ、甘みや旨みを引き出しています。

●有機JA Sの認証を受けており 、鰹と 昆布が入った肥

料を使用し 、糖度8 .5 % 以上を保証しています。甘い

だけでなく 旨み成分がし っ かり していて、海の恵み

の肥料を使って育てたト マト なので海を逆さ まに読

んで「 m iuト マト 」と 名付けまし た。

●規格外ト マト を使用し た加工品製造にも力を入れていて、ト マト ジュ ースの上澄みだけ取り 出

し た透明なジュースやト マト のお塩など、多彩な加工品を製造・ 販売しています。

●経営理念はし びれる農業。「 し びれるく らい儲かって、し びれるく らい家族にとって価値があり 、

し びれるく らいカッコ いい」農業です！

●この理念のもと 、地元のデパート 、全国各地の百貨店や展示会のほか、香港や中国、台湾など

海外でも 販売。味、ラインナップの幅があること も 好評です。直接自分が行って、現地のお客さ

んと 話すこと で買ってく ださ る方が広がるのを感じ ます。

極める！ト マト 作り のこだわり

●初めは反対さ れたのですが、現在は家族全員が協力してく れています。今年東京で参加し た展示

会では、就農のきっかけをく れた長男が一緒にト マト 販売に従事し 、外国のお客さ んに英語で接

客してく れまし た。

家族と 共に

●庭先直売所は、継いだ時には閉まっていまし た。私が農業を再開し たのを知ったご近所の方

から 、「 直売所やらないの？」と いう 声があり 、再開すること にし まし た。老朽化していたので、

リ ニューアルしまし た。改装し た直売所では、1 5 0 円や2 0 0 円と いった手頃でお釣り の出に

く い価格で無人販売を行っています。

●せっかく 農業を継いだので、この地で何十年と 続けていきたいと 思っています。私は人付き合

いが苦手な方ですが、地域の方 と々 の交流を大切にし たい。そこで、お客さ んの声を聞く た

め、直売所に交換日記のよう なノ ート を置いています。作ってほし い野菜などについてコメ ン

ト してく れるので、ノ ート からのアイデアで新し い野菜を生産することもあります。

●ノ ート に「 収穫してみたい」「 イベント やり ません

か？」と いう 声があったこと をきっかけに、農業体

験や収穫体験も 行っています。せっかく 都市に広

い農地があるので、農産物の生産だけではもった

いないと 思います。

　 無理のない範囲で地域の人を巻き込んで、楽し い

ことをやっていきたいですね。

大叔母から受け継いだ畑と 直売所

地域に開かれた畑にし たい

儲けたいより 稼ぎたいです。「 儲ける 」だと タ イミ ングがよく てお金になる 場合も ある 。そう で

はなく 、努力して自分でちゃんと 働く 結果が「 稼げる 」だと 思います。農業も 稼げるっていう の

を 見せるのはイメ ージ 的にも 良いこと だと 思う 。

僕が子どもの時もそう でし たけど、「 いっぱいお金を稼ぎたい」という のは夢のモチベーショ ンだっ

たりすると 思う ので、農業で稼ぐということをこう いう 場で包み隠さず、格好いいこととして表現され

るのは、素晴らしいと 思いました。

小島さ ん

松戸市

川上さ ん

●練馬区の中村南という 地域で農業をしています。もともと 父が農業を営んでおり 、将来的には

自分も就農するものと 考え、JA東京中央に就職し 働いていました。

●5 0 歳く らいに退職して父を手伝う のかな、と 思っていたのですが、父の隣の畑で一人で農業

をしていた親戚の大叔母が高齢で農業ができなく なり まし た。「 誰かやってく れないか？」と

声をかけられ、急遽、退職して受け継ぐこと になりまし た。

●計画と 違う こと は起きますし 、人生いろいろです。この転機が私の人生における重要な選択で

あり 、新たな挑戦になりまし た。

人生設計どおり には行かない……？ 急遽訪れた転機

 キーワード  ＜受け継ぐ＞

練馬区 西貝洸輝さ ん

春、秋になると 下校時に子ども たちがチョ ウチョ を捕まえに来たり し ます。

小島さ んも おっし ゃるよう に、いざと いう 時の避難場所にも なり ます。そう 考えると 、農地

は自分だけのも のではなく て、みんなの「 共有の財産」だなと 。大切にしていきたいと 思っ

ています。

畑が普段から行ける場所になったら、いざという 時に災害時の避難場所として思い浮かべられ

る人が増えるかも。

練馬区

西貝さ ん

練馬区

西貝さ ん

小島さ ん

フリ ート ーク
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●う ちの農園ではお米、季節の野菜、タ ケノ コ 、そして

ブド ウを栽培しており 、都市農業ならではの光景が

広がっています。

●私たちは、地元の伝統的な経営形態と し て息づく 、

「 振り 売り 」と 呼ばれる各家庭に訪問する 移動販売

を行っています。

●かつて、明治以前には京都に都があり 、日本の中心

地で多く の人が住んでいまし た。この「 元祖・ 都市」である御所周辺に京都の農家が売り に行っ

ていまして、その頃から 続く 、京都の文化の一つになっています。

●京都市内の北の方では女性が振り 売り に行っていたそう です。我々の地域・ 山科は京都市の

東の方にあり 、昔から 男性が行う と いう 特徴があり ます。同じ 振り 売り でも 地域で特色があ

るんです。

●う ちは毎週水・ 土曜日に売り に行っています。振り 売り ではお客さ んと おし ゃべり し たり 、交

流が盛んで、お客さ んと の距離が近いのが魅力です。

●皆さ んの取組を通じ て都市農業の魅力を 伺って

きまし たが、一方で課題もあり ます。

●資料３ のと おり 、都市農地は減少し 続けています。

練馬だけでなく 、どの都市でも同様です。観客の皆

さ んも 畑だったところが住宅になったと いう 経験

があると 思います。

●こ のよう な 課題も あり ますが、都市農業は都市

生活に豊かさ をも たらすも のであると いう 認識

も広がってきています。

●それが、資料4 のと おり 都市農業が持つ「 多面的

機能」です。農産物を生産するだけではなく 、都市

における貴重な 緑地と して環境保全やコ ミ ュニ

ティ 形成、防災などの機能も持っています。

伝統を受け継ぐ「 振り 売り 」

京都市 渡邉幸浩さ ん

みやこ

●実は、練馬大根も振り 売り で販売し まし た。JAには青壮年部と いう 農業の担い手の組織があっ

て、JA 京都市と 練馬区にあるJA 東京あおばの青壮年部でパート ナーシップを結んで交流してい

こう 、と いう 取組があるんです。コ ロナ禍で直接交流できなかったのですが、京野菜を練馬で、練

馬の野菜を京都で販売し ました。

●販売場所はとても多様で、祇園のど真ん中だったり 、清水寺の手前であったりします。

●民泊もあり 、外国からの観光客の方は意外と自炊さ れる方が多いので、野菜を買いに来る方もい

らっしゃいます。

●京の伝統野菜が4 0 種類ほどあり 、「 山科」がつく のは山科なすと 山科唐辛子の２ 種類です。これ

らは自家採種し 残しています。伝統野菜を地元でしっかり 栽培し 、しっかり 守り 、残していく こと

が私たちの使命です。

●振り 売り の活動だけでなく 、大学での講義や、令和元年に練馬区で開催し た「 世界都市農業サ

ミ ット 」で講演をするなど、農業の魅力や振り 売り の特徴を広く 発信しています。

●大学で発信すること は、職業を考える世代に農業を知ってもらう 場として大切だと 思います。農

業人口は減っているけれど、農業は一つの文化でもあるし 残していく べきもの。学生の皆さ んが

将来のことを考えるとき「 農業すごい、カッコ いい」と 思ってもらいたいですね。

京都と 練馬の交流

京の伝統野菜を受け継いで、つなぐ

フリ ート ーク

僕がS N Sで 発信し なく ても 、お客さ んみんながインフルエンサーと して振り 売り を 上手に

発信してく れるので、助かっています。

西貝さんは、子どもたちが集まれる場所を大事にさ れている。シャイなお人柄だけど、想いを感

じました。

京都は地域的にグローバルに色んな方が訪れるよう なところなので、パフォーマンス的にも魅

力を伝えられる渡邉さんの振り 売りは素晴らしいなと 思いました。

皆さ んのお話の中に多面的機能と は何なのか、多面的機能のそれぞれの要素が全てあり ま

し たね。教育の場や、いざと いう 時に集まれる場所であるなど、皆さんが実践さ れていることと

して紹介していただきまし た。言葉としてだけで聞いても 理解し づらかった「 多面的機能」が、

皆さ んの活動を通してよく 理解できまし た。

小島さ ん

 ＜都市農業の課題を知ろう＞

MC 篠原さん

資料3

資料4

小島さ ん

 ＜ エンディ ング＞　 －農業者の皆さ んから伝えたいこと －

私一人でやっているからこそ感じ ている部分も大き

いですが、農業と いう のは孤独の闘いでもあると 思

います。農業をしている人を見かけたら、一言声をか

けてもらえたら嬉しいです。

中には気難し い方もいるかもし れませんが、たいて

いの農家は返答してく れると 思います。そこから生ま

れるコミ ュニケーショ ンが農業をやる励みにも 繋が

り 、消費者・ 農家のそれぞれの想いが共有できると

思います。ぜひ皆さんよろしく お願いいたします。

練馬区

西貝さ ん

京都市 

渡邉さ ん
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都市農業のプロ×きじ まりゅう た

都市農業“推しト ーク” ～都市農業のこれからを語り 合う ～

農家や飲食店をはじ め、市役所、JA など様々な人と 取り 組む

「 こく ベジプロジェ クト 」

　 スペシャルゲスト に料理研究家のきじまりゅうたさんを迎え、M Cの農ジャーナリスト 小谷あゆみさんの

進行のもと「 都市農業“ 推しトーク”」と題し開催。

　 農業者の皆さんにそれぞれの都市における農を、「 まちと共にある農」、「 農でまちの代名詞をつくる」、

「 まちに農を残す」の３ つの切り口で語っていただきました。

●「 こく ベジプロジェ クト 」は、国分寺市が地方創生先行型事業として始めたもので、市内の農

家が販売目的で作った農畜産物を「 こく ベジ」と いう 愛称でブランド 化し 、市内の飲食店に提

供しています。

●様々な関係者が協力しており 、商工会、観光協会、N POや市民も積極的に参加。新し い農の

あるまちをつく る取組となっています。

 キーワード  ＜まちと 共にある「 農」＞

国分寺市 中村克之さ ん こく ベジプロジェクト推し

【 MC】小谷あゆみさん（ 農ジャーナリスト ）

【 ゲスト 】きじまりゅうたさん（ 料理研究家）

ステージの様子

「 都市農業」の定義は、市街地やその周辺の地域で行われる農業です。その特徴は消費者と 畑

が近いという こと 。住宅街のすぐそば、手に届く ところに畑があり 、農産物が生産さ れています。

都市・ 都会でどのよう に農業が行われているか、農業者の皆さんに色々お聞きしてみましょう！

M C

小谷さ ん

きじ まさん

（ 2 ）午後の部（ 1 4 :0 0 ～15 :3 0 ）
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皆さ んにたく さん買ってもらう ことや、私たちが作っている野菜を使っている飲食店で食べて、美味

しいと 笑顔になってもらうことが一番かなと 思っています。

今は、多く の農家がSN Sで発信しています。お気に入り の農家がいたら、是非フォローしていただき

たいです。私もSNSやっていますので、ぜひ探してみてく ださい。

「 草むしり 手伝いましょう か」が嬉しい！

冗談です。「 何作ってるの」など何でもいいです！

「 推し 」ですね。農業も推し の農家の方を作る！

農業をしている方でも「 都市農地・ 農業の多面的機能」について知らない人も 多いよう にも思いま

す。今日の登壇者の皆さんは、都市農業の先駆者でもあります。先頭に立って発信していく のが僕ら

の役割で、積極的な発信をし 続けていく こと が一番大切。

今後とも皆さんの応援をいただきながら、都市の農地をしっかりと 守っていきたいと 思います。

何と 声を掛けられると 嬉しいですか？

お笑いと 農業って遠いよう で、意外と 近い。お笑いが好きなのと 同じよう に野菜もみんな好きだし 、

生活に必ず必要なもの。

お笑い業界は「 M -1グランプリ 」※のよう な大会が増えたことによって、芸人になり たい人の数が増

えたと 言ってもいいと 思います。農業でも、例えば農地を使ったイベント で芸人さ んに野菜関係の

ネタ を作ってもらい「 野菜 -1 グランプリ 」をする。農業や野菜をもっと身近に感じ てもらう ことにも

つながると 思います。いきなり「 農家になる」はちょっと ハード ルが高いけど、そう いう 試みはあって

も良いと 思います。

畑でアイド ルのライブやボディ ビルコンテスト をやってみるなど、通常結び付かないよう なものと 結

び付けてみると 、新しい可能性や新規ファンが増えていく かもし れないですね。

う ちの畑では、小学生が毎年練馬大根の引っこ抜き（ 収穫体験）をやっています。長く て抜きにく い

のですが一生懸命頑張って抜いた時に「 抜けたよ」とか「 この大根をおでんにしよう かな」「 豚汁にし

てもらおう かな」なんて言っている子ども達の姿を見ていると 、食育にも繋がっているんだ！って凄く

いいなと 思いますね。

フェ スティ バルのパンフレット には、練馬区の直売所、収穫体験などの紹介があります。本日の農業

者の皆さんの話を聞いて、「 畑に行ってみたい！」と 思った方は是非チェックしてく ださい。

本公演が観客の皆さんにとって、都市に農地があることの魅力を知り 、農地が今後も都市にあり 続

けるためにご自身にできることなどを考えるきっかけになりましたら幸いです。

小島さ ん

小島さ ん

小島さ ん

練馬区

西貝さ ん

国分寺市

清水さ ん

ゲスト のアイデア

畑に行きたく なったら

練馬区

加藤さ ん

M C

篠原さ ん

京都市 

渡邉さ ん

※ M -1グランプリ（ エムワングランプリ ）： 平成13（ 2 0 0 1）年に始まった、若手漫才師を対象とした漫才のコンテスト 。通称「 M -1」。
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「 農が根付いたまち練馬区」になったのは...

●私たちの農産物が地域に根付いていること 、これにはコインロッ カー式の庭先直売所が大変

意義深い存在です。

●練馬区は昔から有人・ 無人の販売所がいっぱいあったんですが、無人にすると 野菜泥棒被害も

し ばし ば発生していまし た。そう いう 時にコ インロッ カ ー式の自販機が登場し 、それを練馬区

が農家に大体半額ぐらいの助成を出して買えるよう にしてく れまし た。その結果、今コ インロッ

カ ー式の自販機が広がっています。

●農家自身の努力だけでなく 、区（ 行政）が我々農家の声を聞いて、助けてく れるからこう いう

文化がずっと 残っているのだと 思っています。

練馬区 洒井雅博さ ん

生活に定着しつつあるマルシェ

これからも「 農のあるまち練馬」であるために

●農産物の旬の時期が来ると 、毎週の

よう に練馬区のどこ かでマルシェ が

開催さ れます。

●マルシェ は地域の農家が集まってグ

ループを組んで、自発的に行っていま

す。それに共感してく れる図書館や駅

前などを会場に開催しています。

●たく さんのお客さ んがマルシェ に来て

我々農家と 直接話し たり 、いろんなコミ ュニケーショ ンを取ること が農家のこと を知ってもら

う 機会になっています。また、消費者がどう いう ものを求めているかを聞く こと によって我々

の生産意欲向上にも繋がっています。

●マルシェ は単なる販売の場ではなく 、それぞれが花や加工品で売り 場をデコレート するなど、

私たち農家の誇りを表現する場でもあります。

●練馬区役所内には野菜の自動販売機が設置さ れ、まさ に地元の職員や住民が日常的に新鮮

な農産物を手に入れる場となっています。

●小中学校の授業で子どもたちが畑に来て、農業体験をしてもらう こと や、家族でブルーベリ ー

摘み取り のよう な収穫体験に参加してもらう こと は、未来の農業の応援団を育てるために非常

に重要です。

●泥だらけになり ながら 、土と 触れ合ったり 農作物の成長を体感すること により 、子どもたちに

農業の奥深さ を理解してもらえること は、地域の持続可能な未来への投資と なっています。

マルシェ がたく さん開催さ れていると 、出店している期間、畑の手入れや収穫作業ができなく な

るなど、負担を感じること はない？

各地で開催さ れてはいますが、自分自身が出るのは1 ～2 週間に１ 回ぐらいで、そこまで負担には

ならないです。いろんなお客さんが来てく れるので、1日の売上げも大きいです。

京都市

中嶋さ ん

練馬区

洒井さ ん

プロジェ クト の肝・ 新し い流通モデル「 こく ベジ便」

大手の食品企業やカフェ などと の連携

 新たな需要を作るためのイベント や販売の工夫

●飲食店に農産物を使ってもら いたいけれど、自分で飲食店に野菜を届けるのは大変なこと 。例えば、

飲食店の需要が「 大根を2 本」「 ト マト 2 つ」だった場合、配達していると その時間、農作業ができ

なく なってしまう 。そこで、N POの方がこく ベジ便を立ち上げ、飲食店から 注文を取り 、農家に注文

を回すという 形で＜輪っか＞ができまし た。

　 配送だけでなく 、例えば「 この前出さ れたト マト あんまり 良く なかったね」と か、そう いった飲食店

からの声も 僕らに伝えてく れます。これがあるからこそ、こく ベジがずっとここまでつながってき

ていると 感じ ます。

●例えば、不二家（ 洋菓子を中心とし た食品会社）さ んがこく ベジのイチゴを使用し たショ ート

ケーキを販売しており 、地元の名産品を積極的に活用してく れています。また、GA P（ 衣料品ブラ

ンド ）さんの支援による衣料提供など、様々な形で認知度が上がっています。

●農家にとっては、「 自分の作った野菜があんな格好いいカフェ で使われている」と いう のがすご

く モチベーショ ンになり 、普段の大変な農作業がちょ っと 面白く なってく るよう な波及効果も 。

●ト マト フェ スタ や特産品である 東京う どを 使用し た

「 う どフェ スタ 」など、季節ごと のイベント も 開催。イベ

ント を通じ て、地元食材や農産物に対する理解を深め、

新たな顧客層を開拓しています。

●う どフェ スタ では、まるで予想もし なかったよう な料

理が提供さ れて、大ベテランの生産者も驚き！こんな

食べ方がある、と 知っていただく こと で手に取る層も

広がりまし た。

たし かにうどは、食べ方を知らない方が多いです。実は使ってみると すごく 使い勝手が良い！

●プロジェ クト メ ンバーであるデザイナーによってデザインさ れた野菜棚や、クリスマスマルシェ での

展示方法なども導入し 、販売方法にも工夫を凝らしています。

●こく ベジを通じ て農産物に親し んでもらう ため、農家で菜花の摘み取り を行い飲食店の人が

その場で料理して提供するといった、体験型のイベント も積極的に展開しています。

私は、自社便で取引先の店舗に配達をしているのですが、手間が大きく 、小口の注文に対応する

のには苦労があります。N POが主体になるこく ベジ便は良いビジネスモデルだと 思います。
京都市

中嶋さ ん

きじ まさ ん
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一度途絶えた伝統野菜「 徳重だいこん」を 6 年かけて復活！

●徳重だいこんは、太く てずんぐりとし た形状で、肉質が

しっ かり しており 、おでんや煮物などの料理に適して

います。輪切り にしても 同じ 大きさ になるのが一番の

特徴だと 思います。

●名古屋市緑区の鳴海と いう 地域で明治の中頃から

栽培さ れ、都市化などにより 昭和5 0 年代には完全に

途絶えてし まいまし た。どこ かに種がないだろう かと 地元を探し 続けたところ、隣の地域の

農家の冷蔵庫の奥から、徳重だいこんのものと 思われる種が見つかりまし た。

●農家の協力や行政の支援を受けて、JAにおいて一番“らしいもの”を選んでもう 一度畑に戻して

種取り をする「 母本選抜」などの地道な努力と 試行錯誤を重ね、蘇らせること ができまし た。

●令和４ 年には「 徳重だいこん保存会」を設立して、種の一般配布や情報発信などを行い、普及に

向けた取組を進め、令和５ 年３ 月に「 あいちの伝統野菜」に選定さ れました。

●徳重だいこんを食べた市民の方から「 私も応援していきます」と 応援をいただいたりして、とても

励まさ れました。徳重だいこんの特長や美味しさ を再び伝えられるよう になり 感慨深いです。

名古屋市 小島教正さ ん

ぼ ほんせ ん ば つ

復活さ せた伝統野菜を地域の誇り に

地域の特産品として

●地域資源を活かし 、地元の人々が笑顔になれる場をつく り 出すこと が目標です。

●現在、地元飲食店６ 店舗が徳重だいこん協賛店に。大根を2 本持つと 1 1と いう 数字に見える

ので、1 2 月1 1 日を「 徳重だいこんの日」とし 、徳重だいこんを使用し たメ ニューを一週間提供

するなどの取組も行っています。

●地元の伝統工芸である鳴海絞りと のコラボでは、染料として徳重だいこんの葉っぱを使って

染め物を作りまし た。

●農業、大根を通じ て、地元の歴史文化の掘り 起こし や地域の活性化ができたとと もに、生産

者・ JA・ 行政が一体と なって取り 組むこと ができまし た。

●地元農業を未来に繋ぎ、地域の発展に寄与できるよう 、1 3 人の若手農家と 協力して、名古屋市

産アボカド の生産と いう 新し い挑戦「 森のバタ ープロジェ クト 」にも取り 組んでいます。外国

産より もまろやかで非常に食べやすいアボカド で、付加価値を付けた販売ができると 期待

しています。

●徳重だいこんはまだ希少な存在。もっと 多く の人に楽し んでもらえるよう 、栽培を増やしてい

く こと が今後の目標です。また、このプロジェ クト を起爆剤にして、更に名古屋の農業を次の

世代の農業に繋いでいこう 、地域全体で盛り 上げていこうと 思います。

●名古屋における農の取組である徳重だいこん、アボカド をまちの代名詞と いう こと で、どん

どん宣伝し まく っていこう と 思っています。

地域の名前が入った野菜があるっていう のは、地元の人には特別に感じられますよね。きじ まさん

 キーワード  ＜ 農でまちの代名詞をつく る＞

松戸の名産「 あじさ いねぎ」をまちのブランド に！

飲食店と のコラボ

学校給食での提供

大学と のコラボ

●あじ さ いねぎは、味も良く て彩り も 良いネギで「 味」「 彩」ねぎ、と いう 由来の青

ネギです。

●あじさ いねぎを通じ て地元の農業を振興し 、まちの象徴にしよう と 様々な取組を

行っています。2 0 11 年の震災後、東京で出荷さ れていたあじ さ いねぎの価格が

急落。それなら 地元でと 考えまし たが、これまで東京への出荷がメ インだったた

め地元での需要も 低迷していること に気づきまし た。そこで、あじ さ いねぎの地

元での知名度向上を図るべく 動き出しまし た。

●当時の流行も あり 、ゆるキャラも 作り まし た。結構好評です！歌も 作ったので

Yo uTu b eで＜あじさ いねぎ王子＞で検索してく ださ い。

●まずは地元の飲食店に足を運びまし た。最初は難航し まし たが、行きつけのお店に通い提案を

行いまし た。その結果、現在は1 0 軒の飲食店があじ さ いねぎを常設メ ニューとして採用し 、季節

限定メ ニューとして取り 入れてく れる店舗が4 軒あり ます。

●市場出荷ではなく 直接契約しているため、価格が安定し 、農業経営の計画がし やすく なりまし た。

●地元の学生や保護者に、あじ さ いねぎの存在を広く 知ってもらう こと を狙っています。私が確認

できたなかでは現在、市内の4 0 校の公立小中学校であじさ いねぎが給食に使用さ れており 、地元

での消費を促進しています。また、食育授業も行っています。

●あじ さ いねぎの知名度は確実に上がっています。先日行った中学校での食育授業では学生さ ん

一人が農家になりたいと 話してく れまし た。これは嬉し かったですね。

●栄養士を目指す学科のある地元の大学と 、商品や料

理の開発を行いまし た。学生の皆さ んがレシピや加

工品開発に携わること で、生産者が思いつかないア

イディ アに触れること ができまし た。このコ ラボは地

元メ ディ アの注目を浴び、知名度が向上しまし た。

　 また、栄養士を目指す学生たちは、将来食に関する仕

事に就く 可能性が高いので、あじ さ いねぎを使おう と

思ってく れるかも、という 先行投資的な視点もあります。

●将来的には、商学部や経営学部の大学と も 協力して、地域の経済や食文化の発展に寄与すること

を検討しています。

松戸市 成嶋伸隆さ ん あじさいねぎ推し
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就農の経緯

地域とのつながり

相続による農地の売却、そして…

●会社員をしていたのですが、退職し 転職活動をしているときに、農業をしていた祖父の手伝い

をすることになったのがきっかけで、就農しました。丸一年間、祖父に野菜の育て方を教えても

らい、２ 年目になろう とした頃に祖父が不慮の事故で亡く なったため、一人で営農すること に

なりまし た。

●今日、農業祭の品評会に出品し たケールは、良好賞をいただきまし た。ほかに生産しているの

も 、ちょ っと 変わった西洋野菜。例えばナスタ チウムと いう 花は葉っぱと 実が食べら れて、ぴ

りっと ワサビ 風味になっています。それから 大根の花、こ れは食べると 本当に大根の味がする。

こう したハーブやお花などを飲食店さ んに使っていただいています。

●畑の隣に保育園があり ます。年長クラスの子達が丸1 年、肥料をまいたり 種をまく ところから

一緒に作業し 、つい先日サツマイモの収穫をし まし た。ご近所なので、私がいない時でもお水

をやりに来たりし ます。

●西東京市にあるコミ ュニティ 農園では、営農指導を行っています。地域の方、デイサービスの

方や福祉関係など、みんな一緒になって野菜作り を行っています。

●保育園やコミ ュニティ 農園での活動は、地域社会と の結びつきを深める絶好の機会です。

●畑は江戸時代から代々つないできたもの。祖父の頃に

はう どを作ったり 、練馬大根の品評会で一等を受賞し

ました。昭和7 年の賞状が残っています。

●それが、昨年相続が起こり 畑の大部分を売却せざる

を得なく なり まし た。気分的にやる気がなく なっ たと

いう のが本音でし たが、取引先の飲食店の方達からは

「 頑張って続けてく ださい」と いう お声をいただいていまし た。

　 そんななか、近所に畑を貸してく ださる方がいらっしゃったので、生産緑地の貸借制度を利用

し 、新たなスタ ート を切ること ができまし た。

●借り た畑のある上石神井と いう 地域は、農地の減少が激しく 、今まであった大きい畑がだん

だんなく なってく 傾向にあり ます。生産緑地の貸借と いう 制度はあり ますが、貸し 手は多く

なく 、条件が難し いと いう 課題がまだまだあり ます。

練馬区 野坂亮太さ ん

都市農業ならではの

●取引先の大泉学園のピザ屋さ んが、店休日に農作業を月一回ぐらい手伝いに来てく れてい

ます。畑を借りた当初から整地もお手伝いいただき、本当に感謝しています。

こう して手伝ってく れる方が周り にいるのも都市農業の強みかもし れないですね。きじ まさん

次の世代への農地の継承という 使命

自然環境へのアプローチ

 まちに農を残すために、人を育て、自然を守る

●祖父がある時、「 畑をわし のもんやと 思ったこと はない。先祖から 預かって

次の者に渡すだけや」と 話すのを 聞き 、私も「 自分は畑からし たら 通過点

なんだから 、自分も 畑を預かって次の人に渡すんやな」と 思い、次の世代に

農業をつなぐこと を使命として農業を行っています。

●自分は４ 代目ですが、これから先、私の息子が農業を継ぐかと いう と 、わか

らない。それなら農家じゃない人でも 、やりたい人がいるならやれるよう にす

る方がいいと いう ことで、株式会社を設立し まし た。今３ 人が正社員として

働いています。

●会社にし た以上、働き手のために細かい部分も整える必要があり 、有給休暇

の時間単位での取得や、キッズルームの設置を進めた結果、京都府知事

が取材に来てく れるなど、注目していただけるよう になり まし た。

●我々は畑から 農産物を 収穫さ せてもらっているので、自然環境が大事だと 考えています。異常

気象による影響への対処として、少しでも環境への負荷が低い農業、例えば化学肥料や農薬を

使わない農法の割合を増やしていこう と いう 取組をしています。

　 また、取引している飲食店から 生ごみを受け取り 、堆肥にして畑に還元するなど、環境に対する

積極的なアプローチを進めています。

●生ごみを 使用し た堆肥を 撒いた畑で、サツマイモの

収穫体験もしています。来てく れた人に、「 う ちはこ

う いう 風にして農業をしているんです」と 伝えて、

少しでも 理解を深めてもらおう 、環境への意識を

持ってもらおうという 取組でもあり ます。

●収穫体験をやって良かったなと 思う のが、子ども

たちが来てく れるよう になったこと です。イベント

の終わり に、「 皆さ ん大きく なったらう ちに就職してく ださ いね！」と 、小さ いう ちから声をかけて

います。

●こう し た取組のほかにも、移動販売や地域のマルシェ に出たり 、大学に行って授業もしています。

先日は、保育所の一角で白菜作り を教えるなど、地域に出て行く よう な活動もしています。

 キーワード  ＜まちに農を残す＞

京都市 中嶋直己さ ん

飲食店の生ごみを堆肥化する取組、すごいですね。農産物を渡して、残ったものをもらって、堆肥化

して別の農産物を生産するという 循環なんですね。
きじ まさ ん

フ ード ロスへの意識が高まり 、東京などでも残
ざん

渣
さ

※
を生かして土作り にという 動きが出ていますが、

食べる人と 堆肥を使う 人・ 農地が近い都市農業ならではの循環だと 思いまし た。
M C

小谷さ ん

中嶋直己さん祖父

次世代につなぐ農業推し

農が紡ぐ絆推し

※残渣： 野菜の収穫後に残る実以外の茎や葉、つる、根などの残骸物。
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●お店の方が、僕ら 都市農業者の野菜を使い、食べてく ださ るお客さ んたちと 繋げてく れる。こう

し た密接な関係が都市農業の魅力の一つで、大きな強みだなと 、今回の経験を通じ て実感し ま

し た。農地自体は減少傾向にあり ますが、この強みを活かし 、皆さ んと 一丸と なって新し い都市

農業の姿が作り 上げられればと 思います。

お２ 人の話から 、こ れからは農家以外にも 体験の機会を作るなど、開いていく 農業が必要かなと

思いました。

農地が減ってきて、今ある都市農業の風景、当たり 前の風景が当たり 前ではなく なってきているの

が現状です。地域の皆さんにも都市に農地があることの大切さを実感してほしい。買って、消費して

いただいて、それから収穫体験で収穫し たものを食べてもらう など、五感に訴えていく こと が大事。

「 収穫から食べるところまで体験ができる」という 、都市農業の最大のメリット を皆さんと 共有でき

るよう に、我々都市農業の農家も頑張っていきたいと 思いました。

また、様々な課題があるなか、農家の努力だけでは、農地を残すこと は困難になっていると 感じ ま

す。本日登壇し た皆さ んの話を聞く 中で、地域住民やJA 、行政、飲食店、N PO、福祉作業所など

様々な方を巻き込みながら 、一緒になって、「 どう し たら 農地を残していけるか」を考えていく こと

が、これからの都市農業のあるべき姿かなと 思いまし た。

次のフェ ーズに来ているのかなって感じますね。

名古屋では私たちの地域へ来ると 、「 どこに農地があるんですか」と 質問さ れます。ですから 、

我々農協は、ここにブド ウの直売所が数軒、こっちに梨、こちらに柿の販売店があるよと 情報を

積極的に発信しています。

また、軽ト ラ 市を行う など、地産地消の呼びかけもしています。最初のう ちは来場者が2 ～3 0 0

人だったのが、この夏は8 0 0 人を超える方が暑い夏にもかかわらず、並んで買い求めていただ

きまし た。情報を発信することで知っていただく こと が大切です。

それから 、多品目生産、できれば少し 単価も高いものを栽培することで農業の継続性を高める

こと が大切です。後継者に農業を続けてもらう 上でも必要な取組だと 思います。

練馬区

洒井さん

国分寺市

中村さん

国分寺市
中村さん

畑は土壌が大事ですので、昔は病原菌が入るのを防ぐためなどで人を入れないこと が多かったの

ですが、今、都市農業では、清潔さ は保った上で、みんなで耕すと いう 考え方が大きく なっているん

ですね。

過去には「 都市農地という のは開発していく べきもので、都市に農地は必要ない」とさ れた時代があり

ました。その中でも都市農業を残そうと 尽力さ れた先輩農業者の力がありました。

そう した背景を受けて、今は都市農業に対する評価が見直さ れ、むしろ都市に農がある方が豊かな

暮らし が築けるという 風に見直さ れている時代だと 思います。

一方で、相続などにより 都市農地が減少しています。担い手の確保、経営の安定、地域住民の理解

促進など、様々な課題もありますが、「 都市農業のこれから」について、皆さんの想いを語っていただ

きます。

M C

小谷さん

M C

小谷さん

 最後に ＜都市農業のこれからを語り 合う ＞

住宅と 農業が密接な環境を活かし 、様々な方達と 連携し ながら、これまでのカタチに囚われな

い新たな都市農業のスタイルを見つけていく ことが大事だと 感じました。

農地が減少していく 現状を踏まえながら 、コンパクト な農地でも 生産性や収益性を上げていける

品目選定など工夫していく ことが求められると 思います。

都市に農業を残すこと について、都市農業振興基本法ができて随分変わってきまし た。その時に

求められたのは「 多面的機能」。これが評価さ れて都市における農業の必要性が高まり ました。

現状、多く の農業者は、多面的機能を発揮すること が求めら れていることを理解できていないと

思います。今回、皆さ んのお話を伺いながら、こう いう 考え方を少しずつ広げて、期待に応える

よう な農業をやっていく こと が重要だなと 感じました。

練馬区

野坂さ ん

都市農業があることは、我々消費者にとって、新鮮な農産物を買えるだけでなく 、多面的機能の

恩恵を受けられるなどメリット が大きいです。消費者もこのままでは都市農地がなく なってしま

うという 危機意識を持ち、「 農業者を応援する」、「 共に残していく には何ができるか」を考え、行

動することが重要だと 感じました。

きじ まさん

今回皆さんとお話しして、私がやっている方向性は間違っていないということを確認できました。

また、前日視察に行った一般の市民が参加できる練馬区の農業体験農園が、非常によかったです。

体験農園は、早速できるよう にしたいなと 思います。

もし 、この話を聞いていただいている皆さんの中に、京都で農業をしたいという 方がおられるよう

でしたら、ご連絡いただいたら中嶋農園に就職できますので、よろしく お願いします。

京都市

中嶋さ ん

名古屋市

小島さ ん

これから都市農業を残していく には、住民の方と 農業者の相互理解が必要だと 思います。

住民の方に農地があること の大切さ 、素晴らし いこと だという 事を理解してもらう ためには、子ど

もたちへの食育授業や、地元の飲食店に野菜を卸して、食べてもらって喜んでもらう など、農業

者も「 知ってもらう 努力」を続けていく こと が必要かなと 思います。

松戸市

成嶋さ ん

国分寺市

中村さ ん
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5 -3 .  意見交換会サマリ ー

令和５ 年1 1月1 8日（ 土）  16： 3 0 ～18： 4 0

ホテルカデンツァ 東京　 ラ・ ローズ

全国の自治体・ 農業者・ 農業協同組合同士が、知見や経験等を共有し 相互に学ぶことで、

都市農業の発展に向けた新たな取組につなげる。

8 9 名（ グループ参加者3 8 名、聴講者5 1 名）

　 都市農業・ 農地は、都市生活をより 豊かにするものである一方で、都市農業を続けていく のは簡単なこと

ではない。農業者一人一人が悩みを抱え、課題に立ち向かいながら取り 組んでいるのが現実である。

　 本会を検討する段階で、練馬区内の農業者から、「 フェ スティ バルを、農業を続けていこう と 気持ちを新た

にできる場にしたい」、「 そう いう 仲間、繋がりを作りたい」、「 各地での取組を伺って、自身の取組を考える契機

にしたい」といった声があり 、こうした声に応える目的で開催に至った。

「 何かを決定する」「 提言を作成する」といったことではなく 、

率直に思いを語り 合ったり 、参加者それぞれの視点からの課題

感、問題へのアプローチの方法、それぞれの経験などをお話い

ただき、共通点・ 新たな気付きを見つけるきっかけの場として

いただきたいと考えている。

「 都市農業への理解促進・ 地域との共生」

【 農業者】 （ 練馬区） 西貝洸輝、高橋洋平、（ 松戸市） 成嶋伸隆、（ 名古屋市） 飯田実 

【 JA 職員】 （ 練馬区・ JA東京あおば） 中川大介、（ 国分寺市・ JA東京むさし ） 平塚和大 

【 行政担当者】（ 練馬区） 原井祥宏、（ 京都市） 辻髙志

【 ファシリテータ ー】 （ 株式会社農天気）小野淳  

【 ファシリテータ ー補佐】 （ 株式会社流通研究所）松谷宏之 

都市農業を実践するう えでのメ リット と デメ リット をどう 感じ ているか。

●メリット は消費者が近い点で、デメリット は農薬散布や土埃、音などに気をつかう 必要があることである。

●メ リット は販路がたく さ んあること で、デメ リット は農薬や機械の音等のクレームのほか、畑周辺の

道路を汚すと、すぐに警察から電話がかかってく るなど、周辺への気遣いが求められることである。

●体験農園や収穫体験なども含めて考えると、労働力の確保がしやすい。

一方で、まちなかの農業＝汚いという イメ ージを持たれることもある。

●基本的にはメリット しかないと 思っている。できるだけ多く の周辺住

民に畑に入ってもらい、地域に農地があること＝居住者のメリット と

思ってもらえるよう な発想の転換を促せればと考えている。

日 時

場 所

目 的

参加人数

タイムスケジュール

目的・ 趣旨説明 （ 練馬区 都市農業担当部 都市農業課長）

テーマ

グループメンバー（ 敬称略）

概要

＜ト ピック1＞　 まちなか農業のメリット・ デメリット

ファ シリ
テータ ー

時間 進行

全体 1 6 :3 0 ～1 6 :3 5 目的・ 趣旨説明

グループ

1 6 :3 5 ～1 6 :4 0 自己紹介

1 6 :4 0 ～1 7 :4 5 意見交換

1 7 :4 5 ～1 8 :0 0 休憩

全体

1 8 :0 0 ～1 8 :3 5 各グループ発表

1 8 :3 5 ～1 8 :4 0 全体総括・ 終了
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●周辺の住民の理解がないと営農は難しい。コミュニケーショ ンを取ることによって解決されることは多い。

●農薬の使用について、理解してもらう には時間がかかるかもし れないが重要なことである。例えば、住民

の方が区民農園や農業体験農園等で自ら 農作物を育てる体験をすると 、それを通じ て必要性を理解

してもらえることもあるかもし れない。

●農薬散布やト ラクタ ーの騒音など、周辺の住環境への配慮を行うことによる負担は、基本的には無く す

ことができない。

マイナスを減らす努力より 、例えば、収穫体験を行い市民を巻き込んで農業を見てもらう 、ト ラクタ ーに乗

る体験を楽し めるよう にする等、畑が地域にあると 住民の皆さんにも良い事があるという よう に考え方を

変えてもらう ことで、ファンになってく れている方の満足度を上げていく という 考え方が大事になってく る。

＜ト ピック2＞　 無理なく 効果的な情報発信

＜ト ピック3＞　 農業者と消費者の連携による都市農業の未来像

＜ト ピック4＞　 その他

＜全体発表＞　 意見交換を行っての感想など

情報発信は重要である一方、農作業で忙しく 時間を 確保

すること が難し いと 思う が、どのよう な情報発信を 心掛け

ているか。

●庭先直売所で直接顧客と 話し 、その延長線上で要望を聞いたり 、想い

を伝えている。SNSは得意でないこともあり、現状は実施していない。

●使用しているSNSは無料であり 、休憩中に投稿する程度でも拡散されるため効果は大きいと 感じている。

●地域のコミ ュニティ ラジオを８ 年継続しており、即売イベント で声掛けや指名買いがあることからも、大変

だが効果は感じている。

●農作業中の声掛けにもできる限り対応し 、交流するよう にしている。

●畑の前に幼稚園がある。野菜の生育状況を直接見てもらうことも1つの情報発信になっている。

●顧客と直接対話することによるコミ ュニケーショ ンは密度が高い。売場で話をすれば、新たな顧客となっ

てもらえる確率は高く なる。

●SNSは当初記録のつもりで始めたが、反応があること が面白く 続けている。芽が出た写真など何気ない写

真でも見る人は多い。興味ある人が増えてきたので、収穫体験の告知などが多く の人に届き効果的である。

●農業者として、消費者に農業を伝えていく 使命はあると感じている。

●取材などはメ ディアの意図と合わないこともあるが、伝えたいことの妥協点を見出すよう にしている。メ ディ

アでの放映は売り 上げにつながるので、取材を受ける側もメディアを利用するという 視点を持つこと が大

事である。

●収穫体験では、収穫だけでなく 、袋詰めなどの作業も体験してもらうことによって、出荷までにいかに手間

がかかっているかも理解してもらえる工夫をしている。

●収穫体験などイベント の集客にはSNSが欠かせない。継続することで固定客がついてく れる。

●収穫体験をすると 、参加したお客さんが自身のSNSで発信してく れる点もメリット 。

　 　 　 　 　  農業者と 消費者の関係性についての理想形や、都市農業・ 農地の公共的な価値をどの

よう に地域に還元していけるかについて、伺いたい。

●消費者にも農作業を行ってもらえるよう な環境を作ることで、都市農業への理解も進むと考えている。

●地域の飲食店で地場産農産物をもっと 使用してほしい。地産地消を推進することで、地域住民の理解

につながると 共に、消費者の声を聞く ことにより自身の励みにもなる。ここに農家がいてよかったと思って

もらえる農業を目指していきたい。

●身近なところで生産さ れた野菜を食べること（ 地産地消）はより 新鮮で、輸送コスト が掛かっていない

などのメリット があることを、消費者にも理解していただいた上で選んでいただけるよう にできればと

考えている。

　 また、農地は災害時の避難場所になるなど、都市農業が持つ多面的な機能について理解してもらい

たい。

●農作業のすべてが消費者にとって、体験・ 遊びのコンテンツになる

テーマパークのよう にできると面白いと 考えている。消費者が近いメ

リット を活かし 、実際に体験してもらうことで営農上のデメリット も、メ

リット に変えることができる。

長期的な視点で、いかにして次世代に農地を残していけるか。

●相続対策については親と 話しにく い面はあるが、関わる人みんなで早期に話し 合って残していく 方法

を模索することが大事である。

●販売、加工を含め、儲かる農業であること が重要であるため、収益性を高めていければ継続性も出て

く ると 考えている。

●継いでもらう には、農業が楽し いことと 収益性があること が必要。そのためには、まず自分が楽しく

農業を続けることが大事だと 考えている。

●農業者間で共通していることは、地域とのつながりや、消費者とのコミ ュニケーショ ンを非常に大切に

している点であった。

●皆さんが楽しく 、儲けられて、無理なく 前向きに営農しているという

こと が印象的であった。

ファ シリ
テータ ー

ファ シリ
テータ ー

ファ シリ
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「 都市農業への理解促進・ 地域との共生」

【 農業者】（ 練馬区） 田中秀一、 野坂亮太、（ 国分寺市） 清水雄一郎、（ 京都市） 渡邉幸浩

【 JA 職員】（ 松戸市・ JAとう かつ中央）佐々木貴史

【 行政担当者】 （ 練馬区） 石森信雄、（ 名古屋市） 河原勝弘

【 ファシリテータ ー】 （ 株式会社流通研究所） 大池峻吾

【 ファシリテータ ー補佐】 （ 株式会社流通研究所） 岡田寛史

ファ ンづく り に向けた情報発信について、どのよう な取組をしているか。

●今の時代はSNSでの情報発信が中心だと思う が、毎日更新する人とそうでない人がおり、温度差がある。

●練馬区では、「 とれたてねりま」という アプリを開発し 、直売所やイベント 情報を発信できるよう になって

いる。SNSが得意でない農業者もこのアプリで情報発信でき、地図上に農園が表示される仕組み。

●SN Sでは、「 枝豆の初出荷」のよう な、初物の投稿は閲覧数が高く なる傾向にある。また、投稿回数が

多い人の方が閲覧数は伸びやすい傾向にある。

●SN Sを見て直売所に来てく れる等、SNSでの発信は効果的である。

●京都市は、年5 ,0 0 0 万人が訪れる観光地である。そのため、野菜を軽

ト ラッ クに載せて売り に行く「 振り 売り 」をしていると 、観光客が写真

を撮影し 、SN Sに投稿してく れる。自身で発信し なく ても、振り 売りが

コンテンツとなり 、情報が拡散さ れている。

テーマ

グループメンバー（ 敬称略）

概要

＜ト ピック1＞　 ファンづく りに向けた情報発信

●SNSでの情報発信も大切だが、都市農業では、畑の周りを住民が行き来しているので、看板を立てるだけ

でも情報発信になる。多面的機能があること等を、スト ーリ ー性を持たせて伝えることも効果的である。

●SN Sでの発信が、直接、販路につながり やすい面がある。珍し い野菜を求めている人がダイレクト

メ ールを送ってきて買いにく る例もあった。

●国分寺市では、「 こく ベジプロジェ クト 」を推進しており 、直売所だけでなく 飲食店にものぼり 旗が

立っていて、まち全体での情報発信ができている。

●SN Sを更新し たこと で直売所のお客さ んが増えることもあるので、

意外と 効果を実感する場面がある。

●SNSでの情報発信は、消費者のニーズがあり、ファンづく りの１ つの

手法として効果的だということが分かるが、得手不得手が出やすい。直

接コミ ュニケーショ ンを取って、ファンを獲得することも都市農業に

おいては重要である。

＜ト ピック2＞　  都市農業の多面的機能を活かした理解促進

都市農業の多面的機能を活かし た理解促進について、どのよう な取組をしているか。

●農業者は多面的機能を理解しているかもし れないが、一般の人には馴染みのない言葉である。農業者

が多面的機能を意識して、一般の人に伝えていく ことが大切である。時間がかかるかもし れないが、

農業者だけではできないことを農協や行政と一緒にやり 続ける必要がある。

●農業者が園主として運営する「 農業体験農園」では、農地がコミ ュニティ の場となっており 、継続して

いく ことで、イベント 企画や農作業を手伝ってく れる参加者・ 核と なる人が現れるなど、新しい繋がり

が生み出されている。いわゆる区画貸しの市民農園では、できないことである。

●JAの青壮年部は、地域のリ ーダー的存在を育成する組織でもあるので、青壮年部が積極的に発信

して、地域の農業者を巻き込んでいけるとよい。

●住宅に囲まれた農地だからこそできることを考えた時に、食育・ 教育的な機能を活用しやすいことが

あげられる。保育園や小学校の授業の受け入れを行う ほか、文化的側面を伝えられるとよい。

●本日、午前中に練馬区内の農業者を視察し 、農業を農業としてだけでなく 地域の文化として残して

いかないといけないと 感じ た。一人だけでの活動では地域全体の理解につながらないため、農業者

自身が理解を深め、周りの農業者を巻き込んでいく ことがポイント だ。

●より 多く の人に理解を深めてもらう ために、地域の人を巻き込む仕掛けを考え、農業者、行政、JAが

一緒に取り 組んでいく 必要があると 感じた。

●農地視察では、住民に農業への理解を深めてもらう ために、実際に

農地に足を運んでいただく ことが大事であることを実感した。

●視察時の話を聞いていると、練馬区では、若手の農業者がやりたいこ

とを親がサポート してあげたり 、後押しする雰囲気があると感じた。

グループB
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＜ト ピック3＞　 多様な連携による取組について

＜全体発表＞　 意見交換を行っての感想など

都市農業では、都市と いう 環境を活かし 、多様な主体と 連携し た取組ができる。行政・ JA の

支援も 含めて、どのよう な取組が可能か伺いたい。

●私は地域のマルシェ 団体の代表を務めている。JAとマルシェ の開催場所の調整などをしていることも

あり 、よい連携体制が取れている。

●練馬区では年に１ 回、区内のマルシェ 団体が集結する「 ねりマルシェ 」という イベント を何年も継続開催

しており 、美味しい農産物を購入して、農業者と 会話することが文化として定着している印象。都市農業は、

子どもから大人まで多く の住民を幸せにするものであり 、それは行政として応援する理由の１ つである。

●国分寺市では、「 こく ベジプロジェ クト 」に取り 組んでいる。最初は飲食店2 2 店舗との取組であったが、

現在は9 0 店舗以上になっている。地域の大手飲食店やアパレルメ ーカー等も協力してく れており 、小さ

なまちの中で様々な取組が生まれている。今では、小学校の授業でこく べジについて学ぶため、市民に

浸透している。

●連携相手として一番力強いのは地域住民である。都市農業者は生産だけでなく 、農地の多面的機能を

守るために農業をしており 、多面的機能を享受するのは地域住民である。多面的機能を維持するため

に、地域住民と 協力体制が構築できると 、好循環が生まれていく 。

●今日聞いた内容は、すぐにでも実践できる取組があったので、地元に戻っ

てすぐに取り組みたい。

●都市農業者が集まり 情報交換できたのは貴重な経験である。定期的に

情報交換できれば、都市農業はもっと発展していく だろう 。

「 都市の特性を生かした営農・ 販売」

【 農業者】 （ 練馬区） 加藤優子、西貝伸生、（ 松戸市） 川上修平、（ 京都市） 中嶋直己

【 JA 職員】 （ 練馬区・ JA東京あおば） 岩井則幸、（ 名古屋市・ JAみどり ） 菅野忠広

【 行政担当者】 （ 練馬区） 馬場一嘉、（ 国分寺市） 飯塚達儀

【 ファシリテータ ー】 （ 株式会社エマリコく にたち） 菱沼勇介

【 ファシリテーター補佐】 （ 株式会社流通研究所） 松本隼也

それぞれが思う「 都市農業の意義」について伺いたい。

●住民の方が触れ合いやすい農地が身近にあり 、農業を知る機会につながるところに価値があると

考えている。

●農と 市民（ 消費者）との距離が近いため、農への理解が広がりやすい点に意義がある。

●市民にとっての農業の窓口になることである。都市農業が窓口と なって市民が農業に触れること の

先には食料自給率の向上や、市民の農業の理解を深めること にもつながり 、結果として農地を守る

ことにもつながると 考えている。

●マルシェ でのお客さんとの会話の中で、野菜の食べ方や魅力を直接伝えること ができる点にも 意義

があると 思う 。

●防災の観点で、災害時には都市農地が地域住民の避難場所の1つになる点も、都市農業の意義と 考

える。

●緑地保全の側面もある。最近、自分の畑を見た近所の子どもに「 ここ田舎だね」と 言われたときに、子

ども目線からすると 畑は自然の一部に見えていること が分かった。その時に、公園だけでなく 、畑も緑

地なのだと 再認識した。

●都市に近い生活環境の中で野菜が採れることを、子どもたちが実際に触れて知り、学ぶことができる点

も都市農業の意義だと思う 。

●消費者と 農業者との「 顔が見える関係性」が築ける点に意義があると 思う 。

●私の地域は「 農地が多く 、住みやすい」と 評判で子育て世代から 人

気のエリアになっている。こうした環境があることが人を集める要因

になっており、都市農業の意義のひとつであると 思う 。

テーマ

グループメンバー（ 敬称略）

概要

＜ト ピック1＞　 都市農業の意義について
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●JAの直売所のほか、学校給食やレスト ラン、スーパーへも出荷。

●4 ～5 店舗のスーパーの地場野菜コーナー、JAの直売所に出荷。

●市内の飲食店や小売店4 ～5 社程度に自社便で出荷。

●JAの直売所と飲食店、マルシェ 、百貨店等のほか、量が多い時には庭先直売所で販売。

4 名の農業者に現状の労働力について、「 問題ない」「 やや課題を感じ ている」「 課題を感じ て

いる」の3 択でお答えいただきたい。

●「 やや課題を感じている」と回答が2 名、「 課題を感じている」と回答が2名。

次に、給料を支払っているスタッ フ が「 いる」か「 いない」か、営農状況について伺いたい。

●「 いる」。自身が農業を続ける意味を考えたとき、後継者を育て農地を継承するためという 結論に至り 、法

人化して従業員を雇用する判断をした。現在、正社員3 名、パート が5 名いる。長い社員で1 0 年く らいにな

る方がいる。今後は、雇用人数を1 0 人以上にしていきたいと 考えている。

●「 いる」。営農の規模を拡大し たいが、親と の考え方の違いの難し さ を感じ ている。雇用しているパート さ

んは、取引先の元バイヤーで、青果担当の方を引き抜いたため、調整作業も 速く 、即戦力で助かっている。

今後は、雇用している方の仕事を失く さないためにも、機械化や貯蔵可能な野菜であるさつまいも・ たま

ねぎに力を入れていく 。学校給食への安定供給を目指している。

●「 いる」。1 名雇用している。自分が就農する前からいた方で、何も言わなく ても草むしりや種まきなど、自分

で主体的に動いてく れる。ただ、高齢になってきており、今後抜けたときが心配である。

●「 いない」。援農ボランティアの仕組みを利用している。手がまわらず困っていた時に初めて利用して以来、

継続している。

休日取得について、週何日く らい休めているか。

●季節にもよるが、繁忙期は休みが取れていない。

●子どもの送迎などでは休みを取るが、そもそも休みたいとは思っていな

い。会社としては有給休暇の制度を設けており、従業員の労働環境は意識して整備した。

●週に0 .5～1日は休めている。子どもの送迎で休みを取得することが多い。

●繁忙期外にまとめて取ることや、自分の時間が欲しいときに取ることが多い。今は父と 2 人でやっており 、

パート を2 名雇用している。自分が休むと父も休むので、自分だけが休むことはできない状況である。

後継者に農業をやりたいと 思ってもらう ためにも、積極的に休む姿を見せることも重要と 思う 。

また、農業経営において「 自分はこう し たい」と いう ビジョ ンを持つことも 重要だと 感じ た。

農産物の単価を 工夫して上げた事例等について教えていただきたい。

●いちごは単価が取れる品目だと 認知さ れていると 思う が、自身の営農において価格転嫁できている

かはわからない。自園は土耕栽培であり 、高設栽培に比べ労働負荷がかかる。それでもこだわって生産

しているが、消費者にはその場で食べ比べでもしないと 、栽培方法の違いによる味の違いは認知され

にく いと 感じている。栽培方法等のこだわりや手間が付加価値として訴求できると 良い。

●最近、量り 売りにすると 収益性が向上することに気が付いた。自分で販売し たい規格と 価格を設定

して売れるので、梱包資材、人件費の削減にもなり 、単価向上につながっている。

●自分は基本的に、マルシェ は儲からないのではないかと 考えている

が実際にはどう なのか。

●私の場合、マルシェ は儲かるが大変である。ただ、儲かるのは農園で、

自分の人件費はカウント さ れていない。出店料はあるが手数料が

ない点も魅力である。

経費の中で、自身の人件費をどのく らい把握さ れているか。あまり 考えていない方が多い

かもし れないが、自分の人件費も 意識し ながら営農すること が重要ではないか。

●自分は、人件費の計算をして採算が合わなければやめている。最近では、売上げを伸ばすことも重要

だが、それよりも生産コスト を下げることで利益を確保する方針になっている。

●労働力と 収益性の話はリンクしている。労働負荷軽減の面では、いかに作業工程を単純化できるか

が重要であり 、戦略的に最終的な販路を見据えて取り 組む必要があるのではないか。

●私は「 子どもたちが笑顔になる野菜づく り 」をコンセプト にしている。本音では、いろんな品種を生産

したいが、高収益化を目指すためにも 機械に適した品目に絞る方向になっている。

●自身の農園ではスーパーへの納品も多く 、少量多品目生産からは抜け出せない。スーパーへの出荷の

場合には出荷調整も負担であり、労働負荷軽減が課題である。

＜ト ピック3＞　 収益の向上（ 生産面・ 販売面）

●都市農業といっても、地域や営農規模によって違いがあることを改

めて感じた。

●今回の意見交換会は、有意義な時間であった。「 時間が足り ない」

と 思うく らいあっという 間に感じられた。

●都市農業の発展のためにも、今回の取組が１ 回で終わるともったい

ないので、次回は別の都市でも 開催できることを期待する。

販路と 労働力は深く 関連するため、 改めてそれぞれの販路について伺いたい。

＜ト ピック2＞　 労働力について
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＜全体発表＞　 意見交換を行っての感想など
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「 都市の特性を生かした営農・ 販売」

【 農業者】 （ 練馬区） 洒井雅博、（ 国分寺市） 中村克之、（ 名古屋市） 小島教正

【 JA 職員】 （ 京都市・ JA京都市） 荒木俊哉、（ 京都市・ JA京都中央） 新谷雅敏

【 行政担当者】 （ 練馬区） 三浦真吾、（ 松戸市） 田嶋和彦

【 ファシリテータ ー】 （ 株式会社流通研究所） 有山公崇

【 ファシリテータ ー補佐】 （ 株式会社流通研究所） 饗庭自風

まずは農業者からの興味・ 関心の高かった労働力について、自身の状況も含めて伺いたい。

●国分寺市では、援農ボランティ アを養成する「 市民農業大学」という 事業を行っており 、そこで農業につい

て勉強し た人が５ 人、週１ 回来てく れている。一から教える必要がないため助かっている。無償だが収穫

した野菜をお土産として渡すなどするよう にしている。

●練馬区にも同様の仕組みがある。ボランティア登録した方の派遣については、もっと 活用さ れるとよい。

個人的には、無償であると 指導がし にく い面があると 感じているため、現在は家族だけで管理できるよ

う にしている。

●こう し たボランティ アは、しっ かり 作業してく れる方が長く 続けていく

印象がある。

●名古屋市では、そのよう な事業はない。収穫期にパート を手配するこ

と はあるが、ある程度収益が出る作物を生産していないと 有償のパー

ト は雇えないのが現状である。

テーマ

グループメンバー（ 敬称略）

概要

＜ト ピック1＞　 労働力について

グループD
●都市農業のメリット は、近く に人がいることであり 、助けたいと 思ってく れている人も 多いと 感じ て

いる。農業者も多少譲歩し ながらやっていく ことも 必要ではないだろう か。

●京都市でもボランティア事業は行っていない。小規模な家族経営の農家だと、人を雇うことは難しいだ

ろう 。高齢で重機が使えなく なっている農家などに対してはJAでサポート し 、その後の作業を農家が

行うよう にしている。

●京都市では今年から、高齢化のなか労働力確保という 観点も踏まえ、農福連携に取り 組む農家に対する

補助金制度を始めたところである。まだ様子見の農家が多いよう な状況である。

●農福連携のう ち、作業をアウト ソ ーシングするよう な取組では、社会的意義や地域貢献の意識が

ないと 継続が難し いと 聞く 。

●私は実際に農福連携に取り 組んでおり 、福祉作業所から４ ～５ 人が週１ 回２ 時間、農作業に来てく れ

ている。人によって向き不向きはあるが、マンパワーが必要な単純作業は非常に助かっている。作業を

お願いする農業者側が、従事する方の適性を見極めることが重要と 感じている。

●松戸市でも、労働力不足は課題である。アルバイト などを採用しても、教える時間がかかったり 、アル

バイト に向いている仕事を作らないといけないなど逆に苦労する農家もいると 聞く 。

●私の場合は一人でやっているため、一部を体験農園として民間に貸している。利用者は非常に楽し

そう にやっている。体験農園という 形態にも、少し 追い風が吹いているかもし れない。

●ボランティアの活用や農福連携の話も含め、都市農業は選択肢が広いという のがメリット だが、農家

側の依頼のしかたなどによってうまく 機能するかが変わるという 印象を持った。

営農のう えで、ファ ンづく り は重要である。個人・ 農園・ 組織など様々なブラ ンド 戦略が

あると 思う が、経験も 踏まえてご意見を伺いたい。

●いちごパッ クのデザインを作ったこと によって、実際に売上げが上がった経験があり 、消費者に訴える

重要性はあると 感じ ている。同名の農園との差別化という 点でも効果的である。

●農園のロゴなどはパッと 見で分かるため、販売面ではよい効果があ

る。最近はロゴを作る農園が増えている印象である。

●個人で作成する方もいるが、松戸市では、行政でブランド マークを

作成してＰＲしている。

●練馬区では、区公式キャラクタ ー「 ねり 丸」が区民に認知度がある

ため、チラシや看板などに活用している。行政が勝手に決めて実行するのではなく 、農業者と 相談し

ながら決めていく ことが大切だと 考えている。

●区が行う 広報は、ブルーベリ ー園の集客などにも 非常に効果があり 、長年継続してきたこと が結果

としてつながってきている実感がある。

＜ト ピック2＞　 ブランド 構築とブランド 力強化

ファ シリ
テータ ー

ファ シリ
テータ ー
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都市農業と いう 立地を活かして何を大事にしていく のか、何が価値と 感じ るか。

●都市に農地があること自体が価値である。人口が多く 、畑が少ない環境だからこそ、「 畑があってよかっ

た」と 実感してもらえれば、大事にしよう という 意識が生まれる。実際に、東日本大震災の発生時、私の

畑に避難する住民がいたが、こう し た際に価値を実感してもらえるのではないか。「 農に対する意識の

玄関口」として都市農業があるべきだと 思う 。

●地元の新鮮な農産物を提供する「 地産地消」の推進が大事である。生産者が消費者に直接販売する

場や、そこでのコミ ュニケーショ ンも含めて、求められていると 考えている。

●農業者自身が都市農業の多面的機能を理解すること が大事である。また、これまでは農地に他人が

入ること は避けられる傾向にあったが、これから は「 住民に開かれた農地」にしていく こと が課題だと

考えている。

●体験農園などは人が集まり 、地域コミ ュニティ の場ともなっている。

●意義や価値を地域の方にどのよう に伝えるかが重要である。行政やJAだ

けでなく 、大学と 連携し 、イベント 等の機会を活用して伝える取組を実践

している。地域の方 と々も 同じ 方向を向いて農地を守っていけるよう に

しなければいけない。

●行政内でも、農業部門と建築部門とが足並みを揃えて、同じ 方向に向かって応援してほしい。

持続可能な農業についての意見を伺いたい。

●有機については、国が推進しているが多く の農業者が意識・ 理解できていないこと 、有機農業について

学ぶ場を作っていく ことも課題と考えている。大きな組織に加入せずとも、情報を取得できるよう な、情報

発信の仕組みがあると良い。

●有機農業はなかなか難しい面があるが、初めから1 0 0％を目指すのではなく 、できることから始めて、

段階的に進めていく ことが大事だと 考えている。

＜ト ピック3＞　 都市農業の意義・ 価値

＜ト ピック4＞　 その他

●農業者、JA、行政のそれぞれの立場で活発な意見交換ができ、時間が

経つにつれて盛り 上がっていった。

●三者の話し 合いは非常に大事であると 感じ た。この場だけで終わら

せず、持ち帰って話し 合ってほし いし 、またこう し た機会を持てれば、

都市農業の発展につながっていく のではないかと 思う 。

＜全体発表＞　 意見交換を行っての感想など

質問①： Ｃ グループ ファシリテータ ー菱沼さん

　 都市農業の弱点が見えた部分もあると思う 。売上げを上げようと 思えば上げることができるが、そのこと

で労力が増えてしまう 。コスト やプロセスをシンプルにすることに目を向ける必要があるのではないかと

いうことを感じたのが感想である。

　 質問として、複数のテーブルから次の情報交換を進めるべきではないかという 意見が出さ れていたが、

その予定はどのよう に考えているか。

回答①： 練馬区都市農業課長

　 農業者、JA、行政が一堂に会する意見交換は初めてであったが、各テーブルで活発な議論が行われ

ていた。

　 この場で、今回のよう な意見交換会を今後も 続けると 宣言することはできないが、皆さまの声を形に

する努力をしたい。引き続き、各都市の行政担当の方が窓口となっていただき、次の形を模索していけ

ればありがたい。

質問②： 練馬区農業者

　 今回参加しいろいろな意見を持たれたと 思う 。農業者の方に、都市農業の未来について伺いたい。

回答②： Ｂグループ 清水さ ん

国分寺市は、今回参加した自治体の中では規模が小さいが、都市農業に関しては市民に非常に応援

してもらっている街であると 認識している。消費者には、体験や楽しさ 、次世代への食育などを求められ

ることも多い。それ以外にも、食文化を含めた伝統の継承も必要である。

　 都市農業はいろいろな人と 交流して新しいこと ができるし 、これまで引き継がれてきたものを守って

いく という 面もある。だからこそ、いろいろな人に応援してもらっていると 思う 。農業の未来は明るい。

　 いろいろな経営があるが、行政やJAに助けてもらいながら、こう した集まりを今回だけでなく 続けて

いきたいし 、続けていかなければならないと 感じた。

全体を通した質疑応答
ファ シリ
テータ ー

ファ シリ
テータ ー

●JA京都市では、現行のＧＡ Ｐ
※
制度は個人経営の農家にはハード ルが高く 、コスト もかかるため、独自

のGAP制度を設け、安全安心をＰＲしている。

●京都市では「 振り 売り 」という 文化が残っていて直売所と いう 発想がないことと 、採算の課題もあり 市内に

JAの直売所がない。ラッピングし た軽ト ラを貸し 出しており 、定期的に移動販売を行っている地域もある。

●「 新京野菜」と いう 新たな品種のブランド 化も 行っているが、土地柄なのか、新たなも のが望まれず、

普及への課題も 感じ ている。

●名古屋にも「 あいちの伝統野菜」に選定さ れた「 徳重だいこん」があるが、JAみどりでは、「 名古屋の森の

バタ ープロジェクト 」としてアボカド のブランド 化にも取り 組んでいる。高単価で売れるよう に形にしていく

段階である。

※GA P： 農産物の安全や環境保全、労働安全を確保するための農業生産工程管理の取組。
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区内農業者1 2 1 名の協力を得て、全1 1 種類のポスタ ーを制作しまし た。

令和５ 年6 月1 4日以降、農業者の運営する直売所等（ 約1 7 0 か所）やJA

東京あおばの直売所、区立施設に掲示。フェ スティ バルの開催を周知す

るとともに、練馬区で営農する農業者の皆さ んを広く 知ってもらう 機会と

なりました。

（ 1 ）農業者協力ポスタ ー

（ ２ ）さ ま ざ ま な 広報の展開

左　： 西武池袋線池袋駅アドピラー（ 柱巻）　

右上： 西武池袋線石神井公園駅ポスター

右下： 都営大江戸線練馬駅ホームドアステッカー

全1 6 種類の吊り バナー掲示と 、壁面囲いのラッ ピング装飾

アド ピラー（ 柱巻）
練馬駅・ 光が丘駅・ 池袋駅

期間： １ 週間〈 11 /13（ 月）～1 1 /1 9（ 日）〉

アト リ ウム フ ォト スポッ ト

期間： 8 /1 0（ 木）～1 1 /1 9（ 日）

ポスタ ー
区内・ 区周辺２７ 駅

期間： １ 週間〈 11 /13（ 月)～1 1 /1 9（ 日）〉

やすらぎ歩道橋
期間： 8 /1 5（ 火）～1 1 /19（ 日）（ 壁面囲いは1 0月3 1日から設置）

ホームド アステッ カー
練馬駅・ 光が丘駅

期間： ４ 週間〈 10 /23（ 月)～1 1 /1 9（ 日）〉

区役所2 階通路掲示
期間： 10 /3 1（ 火）～1 1 /1 9（ 日）

令和５ 年1 0 月4 日以降、区内農地や

JA 東京あおば本支店、区立施設、公設

掲示板等においてキービジュアルを活

用したポスターの掲示を開始しました。

また、のぼり 旗や駅広告などにより 本

キービジュアルを活用し た周知を展開

しました。

駅広告

練馬区役所本庁舎
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定
植
①

定
植
②

区役所アト リウム

フェスティ バルのPR動画を放映

ココネリ

光が丘IM A周辺の街路灯にフラッグ4 2枚を掲出

表紙に掲載 特集ページで紹介

「 ねりま推し 」事業および「 練馬の農業いま・ むかし 」※のパネル展示

デジタ ルサイ ネージ

光が丘IM A と 連携し た広報

「 美味い！俺が作る推し 野菜」

関係団体の広報誌

・ 練馬区役所（ アト リ ウム・ 2 階入口など）

・ 区立施設（ 区民事務所・ 区立図書館）

・ コ コ ネリ

期間： 1 0 /1 2（ 木）～1 1 /1 9（ 日）

フ ラッ グ掲出

期間： 1 1 /1（ 水）～1 1 /1 9（ 日）

「 産連ニュ ース」

令和5 年9 月号

（ 一社）練馬産業連合会

「 広報誌あおば」

令和5 年1 0 月発行

JA 東京あおば

デジタルサイネージ（ 光の広場・ IM A スト リ ート など）
期間： 1 0 /3 0（ 月）～1 1 /1 9（ 日）

光の広場 パネル展示
期間： 1 1 /1 9（ 日）

※「 練馬の農業いま・ むかし 」

令和５ 年9 月に、練馬区の都市農業の変遷を 紹介する冊子を

作成し 発行し まし た。フェ スティ バル当日、光が丘IM A 内の光

の広場では、冊子に掲載の区が所蔵する歴史的写真のパネル

を展示し 、会場へ向かう 人々の関心を集めまし た。

（ 発行： 練馬区総務部情報公開課）

（ 3 ）S N S で のP R

令和５ 年２ 月１ 日にX（ 旧Tw itter）およびインスタグラムのアカウント を開設。

フェスティ バルを周知し、関心を高めることを目的に投稿を行いました。

〈 主な内容〉

・ イベント 情報周知、イベント 出展告知

・ 直売所情報の発信　 　・ 企画「 美味い！俺が作る推し 野菜」

・ 農業者情報の発信　 　・ 区内農業者によるカウント ダウン

フェスティバル実行委員会実務検討部会員である農業者の皆さんの協力のもと、実行委員会事務

局職員が農作業を体験。種まきや定植、収穫などの作業過程や、農産物を育てる際の工夫や知恵

を発信しました。収穫した野菜を農業者おすすめの方法で調理する「 推しメニュー」も紹介しました。
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農業者の皆さんの協力のもと、フェスティバル開催の100日前から毎日、カウントダウンの投稿を行いました。

「 フェ スティ バルまであと ○日！」（ カ ウント ダウン） 被
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5 -5 .  委員名簿 （ 2 ） 全国都市農業フェ スティ バル実行委員会実務検討部会

（ 1 ） 全国都市農業フェ スティ バル実行委員会

役職 氏名 所属団体等 所属団体役職等

部会長 西貝 伸生 東京あおば農業協同組合
練馬地区青壮年部

（ 農業者）

副部会長 田中 秀一 東京あおば農業協同組合
石神井地区青壮年部

（ 農業者）

副部会長 高橋 洋平 東京あおば農業協同組合
大泉地区青壮年部

（ 農業者）

部会員 洒井 雅博 全国農協青年組織協議会 副会長（ 農業者）

部会員 西貝 洸輝 東京あおば農業協同組合
練馬地区青壮年部

（ 農業者）

部会員 野坂 亮太 東京あおば農業協同組合
石神井地区青壮年部

（ 農業者）

部会員 加藤 優子 東京あおば農業協同組合
大泉地区女性部

（ 農業者）

部会員 中川 大介 東京あおば農業協同組合 地域振興部 農業振興課長

部会員 田中 静雄 練馬産業連合会 事務局長

部会員 安藤 薫 東京商工会議所 練馬支部 事務局長

部会員 小杉 正明 練馬区商店街連合会 事務局長

部会員 吉田 法仁
一般社団法人

練馬区産業振興公社

ねりま観光センタ ー 

センタ ー長

オブザーバー 今成 瞬 西武鉄道株式会社
沿線価値創造本部 事業創造部

沿線価値深耕担当 課長

オブザーバー 石原 遼太 西武鉄道株式会社
沿線価値創造本部 事業運営部

ステーショ ンリテール担当 課長

事務局アド バイザー 斉藤 睦 練馬区 専門調査員

事務局長 生方 宏昌 練馬区 都市農業担当部長

事務局次長 岡村 大輔 練馬区
都市農業担当部

都市農業課長

役職 氏名 所属団体等 所属団体役職等

会長 前川 燿男 練馬区 区長

副会長 宮下 泰昌 練馬区 副区長

委員 野﨑 啓太郎 東京都農業協同組合中央会 代表理事会長

委員 久保 秀一 東京あおば農業協同組合 代表理事組合長

委員 尾崎 賀一 練馬区農業委員会 会長

委員 井口 薫 練馬産業連合会 会長

委員 石塚 康夫 東京商工会議所 練馬支部 会長

委員 加藤 政春 練馬区町会連合会 会長

委員 湯澤 将憲 国土交通省
都市局 公園緑地・ 景観課 

緑地環境室長

委員 高橋 正智 農林水産省
農村振興局 農村政策部 

農村計画課 都市農業室長

委員 築田 真由美 東京都 産業労働局 農林水産部長

監事 小川 善昭 練馬区商店街連合会 会長

監事 後藤 俊一 練馬区 会計管理室長

※委員は令和6年1月現在

※敬称略
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主　 催  全国都市農業フェ スティ バル実行委員会／練馬区

後　 援　 　 東京都農業協同組合中央会／東京あおば農業協同組合／練馬区農業委員会／

　 　 　   　（ 一社）練馬産業連合会／練馬区商店街連合会／東京商工会議所練馬支部／

　 　   　 　 練馬区町会連合会／国土交通省／農林水産省／東京都／練馬区議会／

　 　 　   　（ 一社）練馬区産業振興公社／都市農地保全推進自治体協議会

協 　 力　 　 ホテルカデンツァ 東京／西武鉄道株式会社／国際興業株式会社／

　 　   　 　（ 株）新都市ライフホールディ ングス／（ 福）あかねの会／朝日信用金庫
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